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1. 京 都 第 二 赤 十 字 病 院 救 急 科 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム に つ い て  

（ 1 ） 理 念 と 使 命  

救 急 医 療 で は 医 学 的 緊 急 性 へ の 対 応 、 す な わ ち 患 者 が 手 遅 れ

と な る 前 に 診 療 を 開 始 す る こ と が 重 要 で す 。 し か し 、 救 急 患

者 が 医 療 に ア ク セ ス し た 段 階 で は 緊 急 性 の 程 度 や 罹 患 臓 器 も

不 明 な た め 、 患 者 の 安 全 確 保 に は 、 い ず れ の 緊 急 性 に も 対 応

で き る 専 門 医 が 必 要 に な り ま す 。 し か し 現 在 は 各 科 の 専 門 性

が 高 く 総 合 的 な 判 断 が で き る 医 師 が 存 在 し ま せ ん 。 急 病 、 外

傷 、 中 毒 な ど 原 因 や 罹 患 臓 器 の 種 類 に 関 わ ら ず 、 す べ て の 緊

急 性 に 対 応 で き る 救 急 科 専 門 医 が 国 民 に と っ て 重 要 に な り ま

す 。  

本 研 修 プ ロ グ ラ ム の 目 的 は 、 「 地 域 住 民 に 救 急 医 療 へ の ア ク

セ ス を 保 障 し 、 良 質 で 安 心 な 標 準 的 医 療 を 提 供 で き る 」 救 急

科 専 門 医 を 育 成 す る こ と で す 。 本 研 修 プ ロ グ ラ ム を 修 了 し た

救 急 科 専 門 医 は 、 急 病 や 外 傷 の 種 類 や 重 症 度 に 応 じ た 総 合 的

判 断 に 基 づ き 、 必 要 に 応 じ て 他 科 専 門 医 と 連 携 し 、 迅 速 か つ

安 全 に 急 性 期 患 者 の 診 断 と 治 療 を 進 め る た め の コ ン ピ テ ン シ

ー を 修 得 す る こ と が で き る よ う に な り ま す 。 ま た 急 病 で 複 数

臓 器 の 機 能 が 急 速 に 重 篤 化 す る 場 合 、 あ る い は 外 傷 や 中 毒 な

ど 外 因 性 疾 患 の 場 合 は 、 初 期 治 療 か ら 継 続 し て 根 本 治 療 や 集

中 治 療 に お い て も 中 心 的 役 割 を 担 う こ と が 可 能 と な り ま す 。

さ ら に 地 域 ベ ー ス の 救 急 医 療 体 制 、 特 に 救 急 搬 送 （ プ レ ホ ス

ピ タ ル ） と 医 療 機 関 と の 連 携 の 維 持 ・ 発 展 、 加 え て 災 害 時 の

対 応 に も 関 与 し 、 地 域 全 体 の 安 全 を 維 持 す る 仕 事 を 担 う こ  

と も 可 能 と な り ま す 。 救 急 科 専 門 医 の 社 会 的 責 務 は 、 医 の 倫

理 に 基 づ き 、 急 病 、 外 傷 、 中 毒 な ど 疾 病 の 種 類 に 関 わ ら ず 、

救 急 搬 送 患 者 を 中 心 に 、 速 や か に 受 け 入 れ て 初 期 診 療 に 当 た

り 、 必 要 に 応 じ て 適 切 な 診 療 科 の 専 門 医 と 連 携 し て 、 迅 速 か

つ 安 全 に 診 断 ・ 治 療 を 進 め る こ と に あ り ま す 。 さ ら に 、 救 急

搬 送 お よ び 病 院 連 携 の 維 持 ・ 発 展 に 関 与 す る こ と に よ り 、 地

域 全 体 の 救 急 医 療 の 安 全 確 保 の 中 核 を 担 う こ と が 使 命 で す 。  

 



（ 2 ） 専 門 研 修 の 目 標  

専 攻 医 の み な さ ん は 本 研 修 プ ロ グ ラ ム に よ る 専 門 研 修 に よ り 、

重 症 病 態 を 治 療 で き る 集 中 治 療 型 救 急 医 や 重 症 外 傷 な ど ダ メ

ー ジ コ ン ト ロ ー ル 手 術 な ど を 執 刀 か ら 集 中 治 療 ま で で き る 外

傷 治 療 型 救 急 医 な ど の 能 力 を 備 え る こ と が で き ま す 。  

① 様 々 な 傷 病 、 緊 急 度 の 救 急 患 者 に 、 適 切 な 初 期 診 療 が で き 、

複 数 患 者 の 初 期 診 療 に お い て は 同 時 に 対 応 で き 、 優 先 度 を 判

断 で き る 。  

②  重 症 患 者 に お い て は 、 集 中 治 療 室 に て 各 種 人 工 呼 吸 器 や

血 液 浄 化 や 人 工 心 肺 を 含 め 治 療 が で き 能 力 を 得 る 。  

③ 重 症 外 傷 に お い て は ダ メ ー ジ コ ン ト ロ ー ル 手 術 を 含 め 執 刀

で き る 医 師 を 育 成 す る 。 こ の た め 救 急 専 門 医 と 外 科 専 門 医 の

取 得 を 必 要 と し ま す 。 １ 年 目 に 救 急 専 門 医 コ ー ス に て 救 急 外

来 、 重 症 病 態 の 技 能 を 修 得 後 １ 年 次 の 終 了 時 に 外 科 専 門 研 修

プ ロ グ ラ ム に 移 動 し て 外 科 専 門 研 修 を １ 年 次 か ら 開 始 し ３ 年

間 で 外 科 専 門 医 を 取 得 後 本 プ ロ グ ラ ム に よ る 救 急 科 専 門 研 修

を ２ 年 次 か ら 再 開 し 、 ６ 年 で 救 急 科 専 門 医 、 外 科 専 門 医 を 修

得 し ま す 。  

④ 他 の 診 療 科 や 医 療 職 種 と 連 携 ・ 協 力 し 良 好 な コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン の も と で 診 療 を 進 め る こ と が で き る 。  

⑤  必 要 に 応 じ て 病 院 前 診 療 を 行 え る 。  

⑥  病 院 前 救 護 の メ デ ィ カ ル コ ン ト ロ ー ル が 行 え る 。  

⑦ 災 害 医 療 に お い て 指 導 的 立 場 を 発 揮 で き る 。  

⑧ 救 急 診 療 に 関 す る 教 育 指 導 が 行 え る 。  

⑨  救 急 診 療 の 科 学 的 評 価 や 検 証 が 行 え る 。  

⑩  プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ リ ズ ム に 基 づ き 最 新 の 標 準 的 知 識 や 技

能 を 継 続 し て 修 得 し 能 力 を 維 持 で き る 。  

⑪  救 急 患 者 の 受 け 入 れ や 診 療 に 際 し て 倫 理 的 配 慮 を 行 え る 。  

⑫  救 急 患 者 や 救 急 診 療 に 従 事 す る 医 療 者 の 安 全 を 確 保 で き

る 。  

 

 



２ ． 救 急 科 専 門 研 修 の 方 法  

専 攻 医 の み な さ ん に は 、 以 下 の 3 つ の 学 習 方 法 に よ っ て 専 門

研 修 を 行 っ て い た だ き ま す 。  

（ 1 ）  臨 床 現 場 で の 学 習  

経 験 豊 富 な 指 導 医 が 中 心 と な り 救 急 科 専 門 医 や 他 領 域 の 専 門

医 と も 協 働 し て 、 専 攻 医 の み な さ ん に 広 く 臨 床 現 場 で の 学 習

を 提 供 し ま す 。  

① 救 急 診 療 で の 実 地 修 練 （ on-the-job training ）  

② 診 療 科 に お け る カ ン フ ァ レ ン ス お よ び 関 連 診 療 科 と の 合 同

カ ン フ ァ レ ン ス  

③ 抄 読 会 ・ 勉 強 会 へ の 参 加  

④ 臨 床 現 場 で の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム を 利 用 し た 、 知

識 ・ 技 能 の 習 得 （ off-the-job training ）  

（ 2 ） 臨 床 現 場 を 離 れ た 学 習  

国 内 外 の 標 準 的 治 療 お よ び 先 進 的 ・ 研 究 的 治 療 を 学 習 す る た

め に 、 救 急 医 学 に 関 連 す る 学 術 集 会 、 セ ミ ナ ー 、 講 演 会 お よ

び JATEC 、 JPTEC 、 ICLS （ AHA/ACLS を 含 む ） コ ー ス 、 SSTT コ

ー ス 、 ATOM コ ー ス な ど の off-the-job training course に 積 極 的 に 参

加 し て い た だ き ま す （ 参 加 交 通 費 は 全 額 負 担 、 宿 泊 費 、 参 加

費 用 の 一 部 は 当 院 で 負 担 い た し ま す 。 当 院 の 規 定 に よ る ）。

ま た 救 急 科 領 域 で 必 須 と な っ て い る ICLS （ AHA/ACLS を 含 む ）

コ ー ス で は 優 先 的 に イ ン ス ト ラ ク タ ー コ ー ス へ 参 加 で き る よ

う に 配 慮 し 、 そ の 指 導 法 を 学 ん で い た だ き ま す 。 ま た 、 研 修

施 設 も し く は 、 日 本 救 急 医 学 会 や そ の 他 関 連 学 会 が 開 催 す る

認 定 さ れ た 法 制 ・ 倫 理 ・ 安 全 に 関 す る 講 習 に そ れ ぞ れ 少 な く

と も １ 回 は 参 加 し て い た だ く 機 会 を 用 意 い た し ま す 。  

災 害 学 習 に 関 し て は 日 赤 救 護 班 研 修 を 含 め 救 護 班 要 員 に な る

た め 各 種 研 修 会 に 参 加 し て い た だ き 、 １ 年 に １ 回 以 上 訓 練 に

参 加 し て い た だ き ま す 。  

（ 3 ） 自 己 学 習  

専 門 研 修 期 間 中 の 疾 患 や 病 態 の 経 験 値 の 不 足 を 補 う た め に 、

日 本 救 急 医 学 会 や そ の 関 連 学 会 が 準 備 す る 「 救 急 診 療 指 針 」、



e-Learning な ど を 活 用 し た 学 習 を 病 院 内 や 自 宅 で 利 用 で き る 機

会 を 提 供 し ま す 。  

 

３ ． 研 修 プ ロ グ ラ ム の 実 際  

（ 1 ） 本 プ ロ グ ラ ム で は 、 救 急 科 領 域 研 修 カ リ キ ュ ラ ム に 沿

っ て 、 経 験 す べ き 疾 患 、 病 態 、 検 査 ・ 診 療 手 順 、 手 術 、 手 技

を 経 験 す る た め 、 基 幹 研 修 施 設 と 複 数 の 連 携 研 修 施 設 で の 研

修 を 組 み 合 わ せ て い ま す 。 基 幹 領 域 専 門 医 と し て 救 急 科 専 門

医 取 得 後 は サ ブ ス ペ シ ャ ル テ ィ 領 域 で あ る 集 中 治 療 医 学 領 域

専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム に 進 ん で 、 救 急 科 関 連 領 域 の 医 療 技 術 向

上 お よ び 専 門 医 取 得 を 目 指 す 臨 床 研 修 や 、 リ サ ー チ マ イ ン ド

の 醸 成 お よ び 医 学 博 士 号 取 得 を 目 指 す 研 究 活 動 も 選 択 が 可 能

で す 。 ま た は 救 急 専 門 医 、 外 科 専 門 医 を 修 得 し た 者 は サ ブ ス

ペ シ ャ ル テ ィ 領 域 で あ る 集 中 治 療 医 学 領 域 専 門 研 修 プ ロ グ ラ

ム 以 外 に 外 傷 専 門 医 な ど の サ ブ ス ペ シ ャ ル テ ィ 領 域 の 技 能 を

修 得 し て い た だ き ま す 。 ま た 本 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム 管 理 委 員

会 は 、 当 院 の 初 期 臨 床 研 修 管 理 セ ン タ ー と 協 力 し 、 大 学 卒 業

後 2 年 以 内 の 初 期 研 修 医 の 希 望 に 応 じ て 、 将 来 、 救 急 科 を 目

指 す た め の 救 急 医 療 に 重 点 を 置 い た 初 期 研 修 プ ロ グ ラ ム 作 成

に も か か わ っ て い ま す 。  

① 定 員 ： 3 名 / 年 。  

② 研 修 期 間 ：  3 年 間 （ 救 急 科 専 門 医 ）、  

＊ 外 傷 診 療 を 十 分 に 学 ぶ た め に は こ の 期 間 で は 不 十 分 な

た め 以 下 に 述 べ る 特 別 な 配 慮 を し ま す 。 こ の 場 合 最 低 ６

年 間 を 必 要 と し ま す 。  

③ 出 産 、 疾 病 罹 患 等 の 事 情 に 対 す る 研 修 期 間 に つ い て の ル ー

ル は 「 項 目 １ ９ ．  救 急 科 研 修 の 休 止 ・ 中 断 、 プ ロ グ ラ ム 移

動 、 プ ロ グ ラ ム 外 研 修 の 条 件 」 を ご 参 照 く だ さ い 。  

 

（ 2 ） 研 修 施 設 群  

本 プ ロ グ ラ ム は 、 研 修 施 設 要 件 を 満 た し た 下 記 の 10 施 設 に よ

っ て 行 い ま す 。  



① 京 都 第 二 赤 十 字 病 院 救 急 科 （ 基 幹 研 修 施 設 ）  

救 急 医 学 会 指 導 医 指 導 施 設 、 集 中 治 療 専 門 施 設 、 外 傷 専 門 医

指 導 施 設 、 Acute Care Surgery の 修 練  

三 次 救 急 医 療 施 設 （ 救 命 救 急 セ ン タ ー ）  

② 京 都 大 学 医 学 部 附 属 病 院  

集 中 治 療 重 視 の 大 学 病 院 で 診 療 と 学 問 的 修 練  

2 次 病 院  

③ 滋 賀 医 科 大 学 附 属 病 院  初 期 診 療 • 救 急 科  

重 症 ( 一 般 病 棟 ・ closed 型 集 中 治 療 室 ) 患 者 に 対 す る 診 療 と 救

急 手 技 ・ 処 置 、 災 害 拠 点 病 院  

2 次 病 院  

④ 広 島 大 学 病 院 ( 連 携 病 院 )  

広 島 県 ド ク タ ー ヘ リ 基 地 病 院 、 災 害 拠 点 病 院 、 地 域 メ デ ィ カ

ル コ ン ト ロ ー ル （ MC ） 協 議 会 中 核 施 設  

三 次 救 急 医 療 施 設 （ 高 度 救 命 救 急 セ ン タ ー ）  

⑤ 産 業 医 科 大 学 病 院  

重 症 患 者 に 対 す る 救 急 手 技 ・ 処 置 、 集 中 治 療 室 に お け る 診 療  

2 次 病 院  

⑥ 京 都 府 立 医 科 大 学 附 属 病 院  

ER 重 視 の 大 学 病 院  

2 次 病 院  

⑦ 大 阪 府 三 島 救 命 救 急 セ ン タ ー  

専 門 医 集 団 に よ る 救 急 医 療 の 実 践 し 、 初 療 の み な ら ず 専 門 的

治 療 ま で セ ン タ ー 内 で 完 結 、 ド ク タ ー カ ー は 「 消 防 ス テ ー シ

ョ ン 方 式 」  

単 独 型 救 命 救 急 セ ン タ ー （ 地 域 ）  

⑧ 市 立 福 知 山 市 民 病 院  

地 域 救 急 診 療 と 総 合 診 療 研 修  

地 域 型 救 命 救 急 セ ン タ ー  

⑨ 京 都 岡 本 記 念 病 院 （ 連 携 施 設 ）  

災 害 拠 点 病 院 、 ド ク タ ー カ ー 配 備 、 地 域 メ デ ィ カ ル コ ン ト ロ

ー ル （ MC ） 協 議 会 中 核 施 設 、 地 域 二 次 救 急 医 療 機 関  



⑩  清 水 赤 十 字 病 院 ( 北 海 道 )  地 域 二 次 救 急 医 療 機 関   

地 域 救 急 診 療 と 総 合 診 療 研 修  

（ ３ ）  研 修 施 設 詳 細  

1) 京 都 第 二 赤 十 字 病 院 救 急 科 （ 基 幹 研 修 施 設 ）  

(1) 救 急 科 領 域 の 病 院 機 能 ： 三 次 救 急 医 療 施 設 （ 救 命 救 急 セ ン

タ ー ）、 救 急 医 学 会 指 導 医 指 導 施 設 、 集 中 治 療 専 門 施 設 、 外

傷 専 門 医 指 導 施 設 、 地 域 メ デ ィ カ ル コ ン ト ロ ー ル （ MC ） 協

議 会 中 核 施 設  

(2) 指 導 者 ： 救 急 科 指 導 医 1 名 、 救 急 科 専 門 医 8 名 、 そ の 他 の

専 門 診 療 科 専 門 医 師 （ 集 中 治 療 医 1 名 外 傷 専 門 医 １ 名 ）   

(3)   年 救 急 車 搬 送 件 数 ：  7,638 件  /  CPA238 件  

(4)    救 急 外 来 受 診 者 数 ： 27,232 件  

(5) 研 修 部 門 ： 救 急 科  

(6) 研 修 領 域  

a) 臨 床 研 修   

① 一 般 的 な 救 急 手 技 ・ 処 置  

② 救 急 症 例 に 対 す る 診 療 （ Acute Care Surgery を 含 む ）  

③ 急 性 疾 患 に 対 す る 診 療 （ ICU に お け る 治 療 を 含 む 、

HFO や ECMO な ど ）  

④ 外 因 性 救 急 に 対 す る 診 療 （ ダ メ ー ジ コ ン ト ロ ー ル 手 術

を 含 む ） 外 傷 手 術  

⑤ 小 児 お よ び 特 殊 救 急 に 対 す る 診 療  

⑥ 災 害 医 療 ： 日 赤 救 護 班 と し て の 研 修 や DMAT 研 修 。  

⑦ チ ー ム 医 療 の 理 解 と 実 践  

b) 臨 床 現 場 を 離 れ た 研 修 活 動 :  

① 日 本 救 急 医 学 会 、 日 本 救 急 医 学 会 地 方 会 、 日 本 臨 床 救

急 医 学 会 、 日 本 集 中 治 療 医 学 会 、 日 本 集 中 治 療 地 方 会 、

日本外傷学会、日本 Acute Care Surgery学会、日本中毒学会、日本熱傷学会、日

本集団災害医学会、腹部救急医学会など、救急医学・救急医療関連医学会の学術

集 会 へ の 年 2 回 以 上 の 参 加 お よ び 発 表 、 学 会 誌 へ の 論

文 発 表 を 行 う 。  

② 各 専 門 医 学 会 （ 外 科 学 会 、 内 科 学 会 、 な ど ） へ の 参 加



お よ び 発 表 、 各 学 会 誌 へ の 論 文 発 表 を 行 う 。  

ACLS 、 ICLS 、 JATEC 、 MCLS 、 MIMMS 、 ATOM 、 SSTT な ど の

救 急 関 連 の 教 育 コ ー ス へ の 参 加 、 イ ン ス ト ラ ク タ ー 資 格 の 取

得 。  

③ 京 都 市 消 防 局 指 令 セ ン タ ー に て メ デ ィ カ ル コ ン ト ロ ー ル 指

示 医 師 と し て の 業 務  

(7) 研 修 の 管 理 体 制 ：  

身 分 ： 臨 床 修 練 医 （ 常 勤 嘱 託 ）  

勤 務 時 間 ： 8:30-17:00 ( 休 憩 45 分 )  

休 日 ： 週 休 2 日 制 ・ 祝 日 ・ 創 立 記 念 日 (5/1) ・ 年 末 年 始 （ 12/29

～ 1/3 ）  

年 次 有 給 休 暇 ： 労 働 基 準 法 の 定 め る 通 り  

給  与 ： 1 年 目  300,000 円 / 月  2 ･ 3 年 目   340,000 円 / 月   

賞  与 ： 1 年 目  500,000 円 / 年  2 ･ 3 年 目    600,000 円 / 年  

 た だ し 6 年 コ ー ス の 場 合 4 年 目 よ り 常 勤 医  

日 直 ま た は 当 直 ： 4-5 回 / 月   39,600 円 /1 回 （ 救 命 セ ン タ ー ）  

他 手 当 ： 住 居 手 当 （ 最 高 28,500 円 / 月  該 当 者 に 支 給 ）、  

通 勤 手 当 （ 最 高 55,000 円 / 月  該 当 者 に 支 給 ）、  

時 間 外 手 当  随 時 支 給  

社 会 保 障 制 度 ： 社 会 保 険 ・ 厚 生 年 金 保 険 、 労 災 保 険  

病 院 賠 償 保 険 ： 加 入   

医 師 賠 償 責 任 保 険 ： 個 人 で 任 意 加 入  

そ の 他 :ACLS 、 ICLS 、 JATEC 、 MCLS 、 MIMMS 、 ATOM 、

SSTT 等 自 己 啓 発 に 係 る 受 講 費 用 の 1/2 の 額 を 年 間 50,000 円 ま で

支 給  

学 会 や 各 種 講 習 会 な ど の 参 加 に つ い て は 当 院 の 規 程 に 準 じ 、

交 通 費 ・ 宿 泊 費 を 支 給 ( 演 者 ・ 援 助 者 別 途 手 当 あ り ) 参 加 費

は 支 給 し な い 国 内 の 学 会 、 講 習 会 に 関 し て は 上 限 な し で 支 給

（ 国 際 学 会 に 関 し て は 上 限 あ り ） 論 文 投 稿 費 用 は 医 局 費 に て

全 額 支 給 。  

  

(8) 週 間 ス ケ ジ ュ ー ル  



 

 

 

2 ） 京 都 大 学 医 学 部 附 属 病 院 救 急 科 （ 連 携 施 設  C ）  

(1) 救 急 科 領 域 の 病 院 機 能 ： 二 次 救 急 医 療 施 設 、 災 害 拠 点 病 院 、

日 本 救 急 医 学 会 指 導 医 指 導 施 設  

(2) 指 導 者 ： 専 門 医 機 構 に お け る 指 導 医 8 名 、 日 本 救 急 医 学 会

指 導 医 2 名 、 日 本 救 急 医 学 会 専 門 医 10 名  専 門 診 療 科 専 門 医

師 （ 集 中 治 療 医 学 会 専 門 医 3 名 、 麻 酔 科 学 会 専 門 医 1 名 、 総

合 内 科 専 門 医 2 名 、 神 経 内 科 学 会 専 門 医 1 名 、 消 化 器 内 科 学

会 専 門 医 ・ 消 化 器 内 視 鏡 学 会 専 門 医 1 名 、 循 環 器 学 会 専 門

医 ・ 心 臓 血 管 外 科 学 会 専 門 医 1 名 、 外 科 学 会 専 門 医 3 名 、）  

(3) 救 急 車 搬 送 件 数 ： 約 3500/ 年  

(4) 救 急 外 来 受 診 者 数 ： 約 10000 人 / 年  

(5) 研 修 部 門 ： （ 救 急 室 、 救 急 部 病 棟 、 集 中 治 療 室 、 IVR な ど ）  

(6) 研 修 領 域 と 内 容  

① 救 急 室 に お け る 救 急 外 来 診 療 （ 軽 症 ・ 中 等 症 か ら 重 症 患 者

に 対 す る 診 療 含 む ）  

② 創 傷 処 理 な ど 外 科 的 的 救 急 手 技 ・ 処 置  

③ 重 症 患 者 に 対 す る 救 急 手 技 ・ 処 置  

④ 集 中 治 療 室 、 救 急 部 病 棟 に お け る 入 院 診 療 / 各 科 専 門 家 と

連 携 し た 専 門 性 の 高 い 診 療  

⑤ 救 急 医 療 の 質 の 評 価  ・ 安 全 管 理  



⑥ 地 域 メ デ ィ カ ル コ ン ト ロ ー ル （ MC ）  

⑦ 災 害 医 療 ・ 被 ば く 医 療 に 関 す る 研 修  

⑧ 医 療 者 の た め の 臨 床 研 究 学 習 プ ロ グ ラ ム （ CLiP ） を 受 講 し

研 修 す る 機 会  

基 礎 研 究 に 関 わ る 機 会  

(7) 研 修 の 管 理 体 制 ： 救 急 科 領 域 専 門 研 修 管 理 委 員 会 に よ る  

(8) 給 与 ： 院 内 規 定 に よ る  

(9) 身 分 ： 診 療 医 （ 医 員 ： 後 期 研 修 医 ）  

(10) 勤 務 時 間 ： 8:30-17:15  （ 当 直 あ り ）  

(11) 社 会 保 険 ： 労 働 保 険 、 健 康 保 険 、 厚 生 年 金 保 険 、 雇 用 保

険 を 適 用  

(12) 宿 舎 ： な し  

(13) 専 攻 医 室 ： 専 攻 医 専 用 の 設 備 は な い が 、 救 急 部 内 に 個 人

ス ペ ー ス （ 机 、 椅 子 、 棚 ） が 充 て ら れ る 。  

(14) 健 康 管 理 ： 年 1 回 。 そ の 他 各 種 予 防 接 種 。  

(15) 医 師 賠 償 責 任 保 険 ： 各 個 人 に よ る 加 入 を 推 奨 。  

(16) 臨 床 現 場 を 離 れ た 研 修 活 動 ： 日 本 救 急 医 学 会 、 日 本 臨 床

救 急 医 学 会 、 日 本 集 中 治 療 医 学 会 、 日 本 外 傷 学 会 、 日 本 中 毒

学 会 、 日 本 熱 傷 学 会 、 日 本 集 団 災 害 医 学 会 、 日 本 病 院 前 診 療

医 学 会 な ど 救 急 医 学 ・ 救 急 医 療 関 連 医 学 会 の 学 術 集 会 へ の 1

回 以 上 の 参 加 な ら び に 報 告 を 行 う 。 研 修 中 に 最 低 1 回 以 上 の

国 際 学 会 へ の 参 加 の 機 会 を 提 供 す る 。  

  



(17) 週 間 ス ケ ジ ュ ー ル  

 

3 ） 滋 賀 医 科 大 学 附 属 病 院 （ 連 携 施 設  C ）  

(1) 救 急 科 領 域 関 連 病 院 機 能 ： 特 定 機 能 病 院 、 が ん 診 療 連 携

拠 点 病 院 、 周 産 期 母 子 医 療 セ ン タ ー 、 災 害 拠 点 病 院   

(2) 指 導 者 ：  専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム 連 携 施 設 責 任 者 1 名 を 含

む 救 急 科 専 門 医 6 名 、 そ の 他 集 中 治 療 を 含 む 各 科 の 専 門 医  

(3) 救 急 車 搬 送 件 数 ：  1,603 名 / 年  

(4) 救 急 外 来 受 診 者 数 ： 2,300 名 / 年 （ 平 成 26 年 度 実 績 ）  

一 次 救 急 患 者 ： 1,660 名 (72.2%) 、 二 次 救 急 患 者 ： 403 名 (17.5%) 、

三 次 救 急 患 者 ： 237 名 (10.3%)  

救 急 部 新 入 院 患 者 数 ： 257 名 、 心 肺 停 止 症 例 ： 63 名 、 ICU 入

室 患 者 :241 名  

(5) 研 修 部 門 ：  救 急 ・ 集 中 治 療 部  ( 救 急 外 来 、 一 般 病 棟 、

ICU)  

(6) 研 修 領 域  

①  重 症 ( 一 般 病 棟 ・ closed 型 集 中 治 療 室 ) 患 者 に 対 す る 診



療 と 救 急 手 技 ・ 処 置  

②  病 院 前 救 急 医 療 （ MC ・ ド ク タ ー カ ー ）  

③  重 症 小 児 お よ び 特 殊 救 急 に 対 す る 診 療  

④  救 急 医 療 の 質 の 評 価 ・ 安 全 管 理  

⑤  救 急 医 療 と 医 事 法 制  

⑥  医 療 倫 理  

(7) 施 設 内 研 修 の 管 理 体 制 ： 院 内 救 急 科 領 域 専 門 研 修 管 理 委

員 会 に よ っ て 管 理 さ れ る 。   

身 分 ： 医 員 （ 後 期 研 修 医 ）  

勤 務 時 間 ： 8:20 - 17:05  

 変 則 2 交 代 制 （ 日 勤 と 準 深 夜 勤 務 ）  

(8) 週 間 ス ケ ジ ュ ー ル  

 

4 ） 広 島 大 学 病 院 （ 連 携 施 設  C ）  

(1)    救 急 科 領 域 の 病 院 機 能 ： 三 次 救 急 医 療 施 設 （ 高 度 救 命

救 急 セ ン タ ー ）、 広 島 県 ド ク タ ー ヘ リ 基 地 病 院 、 災 害 拠 点 病

院 、 地 域 メ デ ィ カ ル コ ン ト ロ ー ル （ MC ） 協 議 会 中 核 施 設 ：  

(2)    指 導 医 ： 研 修 プ ロ グ ラ ム 統 括 責 任 者  志 馬 伸 朗 ・ 研 修

プ ロ グ ラ ム 副 統 括 責 任 者  廣 橋 伸 之 、 救 急 医 学 会 指 導 医 ２ 名



＝ 廣 橋 伸 之 （ 救 急 科 ）、 岩 崎 泰 昌 （ 救 急 科 ）、 救 急 科 専 門 研

修 指 導 医 5 名  

(3)    救 急 車 搬 送 件 数 ： 2265/ 年  

(4)    救 急 外 来 受 診 者 数 ： 797/ 年  

(5)    研 修 部 門 ： 救 急 外 来 、 高 度 救 命 救 急 セ ン タ ー 、 病 棟  

(6)    研 修 領 域  

 ①       病 院 前 救 急 医 療 （ ド ク タ ー ヘ リ ）  

 ②       災 害 医 療  

 ③       一 般 的 な 救 急 手 技 ・ 処 置  

 ④       救 急 症 候 に 対 す る 診 療  

 ⑤       急 性 疾 患 に 対 す る 診 療  

 ⑥       外 因 性 救 急 に 対 す る 診 療  

 ⑦       小 児 お よ び 特 殊 救 急 に 対 す る 診 療  

 ⑧       病 院 前 診  

(7)    研 修 の 管 理 体 制 ： 救 急 科 領 域 専 門 研 修 管 理 委 員 会 に よ

っ て 管 理 さ れ る 。  

 身 分 ： 医 科 診 療 医 （ 後 期 研 修 医 ） 勤 務 時 間 ： 8:30-17:00  

 給 与 ： 経 験 年 数 5 年 未 満  273,000 円 ／ 月  5 年 以 上 10 年 未

満  282,000 円  

 期 末 手 当 ： 経 験 年 数 5 年 未 満  440,000 円 ／ 年  5 年 以 上 10 年

未 満  490,000 円 ／ 年  

 社 会 保 険 ： 健 康 保 険 、 厚 生 年 金 保 険 、 雇 用 保 険 、 労 災 保 険  

 宿 舎 ： な し  

臨 床 現 場 を 離 れ た 研 修 活 動 ： 日 本 救 急 医 学 会 、 日 本 救 急 医 学

会 地 方 会 、 日 本 臨 床 救 急 医 学 会 、 日 本 集 中 治 療 医 学 会 、 日 本

集 中 治 療 地 方 会 、 日 本 外 傷 学 会 、 日 本 中 毒 学 会 、 日 本 熱 傷 学

会 、 日 本 集 団 災 害 医 学 会 、 日 本 病 院 前 診 療 医 学 会 、 日 本 呼 吸

療 法 医 学 会 、 日 本 脳 神 経 外 科 救 急 学 会 、 あ る い は Society of 

Critical Care Medicine, International Symposium on Intensive Care and Emergency 

Medicine, Japan-Korea Joint な ど 国 内 外 に お け る 救 急 医 学 ・ 救 急 医

療 関 連 医 学 会 の 学 術 集 会 へ の 1 回 以 上 の 参 加 な ら び に 報 告 を

行 う 。 ま た 、 日 本 語 及 び 英 語 論 文 を 各 1 編 作 成 す る 。  



5 ） 産 業 医 科 大 学 病 院 （ 連 携 施 設  C ）  

(1) 救 急 科 領 域 関 連 病 院 機 能 ： 二 次 三 次 救 急 医 療 機 関  

(2) 指 導 者 ： 専 門 診 療 科 医 師 （ 救 急 科 1 名 、 集 中 治 療 部 4 名 ）  

(3) 救 急 車 搬 送 件 数 ：  3780 件 / 年  

(4) 救 急 外 来 受 診 者 数 ： 9590 人 / 年  

(5) 研 修 部 門 ： 救 命 救 急 科 （ 救 急 外 来 、 集 中 治 療 室 、 病 棟 ）  

(6) 研 修 領 域 と 内 容  

 ⅰ . 救 急 室 に お け る 救 急 診 療 （ ク リ テ ィ カ ル ケ ア ・ 重 症 患

者 に 対 す る 診 療 含 む ）  

 ⅱ . 外 傷 外 科 的 救 急 手 技 ・ 処 置  

 ⅲ . 重 症 患 者 に 対 す る 救 急 手 技 ・ 処 置  

 ⅳ . 集 中 治 療 室 に お け る 入 院 診 療  

 v.  EBM の 実 践  

 vi. 臨 床 研 究 の 実 践  

(7) 施 設 内 研 修 の 管 理 体 制 ： 救 急 科 領 域 専 門 研 修 管 理 委 員 会

に よ る  

(8) 週 間 ス ケ ジ ュ ー ル  

 

6 ） 京 都 府 立 医 科 大 学 附 属 病 院 （ 連 携 施 設  C ）  

(1) 救 急 科 領 域 関 連 病 院 機 能 ： 研 修 指 定 病 院 、 特 定 機 能 病 院 、



地 域 医 療 支 援 病 院 、 災 害 拠 点 病 院 、 DMAT 配 備 、 地 域 メ デ ィ

カ ル コ ン ト ロ ー ル 参 加 、 院 内 急 変 対 応 シ ス テ ム  

(2) 指 導 者 ： 救 急 科 指 導 医  ２ 名 、 救 急 科 専 門 医  ２ 名  

(3) 救 急 車 搬 送 件 数 ： 3586/ 年  

(4) 救 急 外 来 受 診 者 数 ： 18366 人 / 年  、 重 症 救 急 入 院 患 者 数 ：

235 人 / 年  

(5) 研 修 部 門 ： 救 急 外 来 、 集 中 治 療 室 、 救 急 病 床  

(6) 研 修 領 域 と 内 容  

a) 救 急 外 来 に お け る 救 急 外 来 診 療 （ 小 児 か ら 高 齢 者 、 軽 症 か

ら 重 症 、 領 域 を 問 わ な い ）  

b) 外 科 ・ 整 形 外 科 ・ 脳 神 経 外 科 ・ 小 児 科 な ど の 専 門 的 救 急 手

技 や 処 置  

c) 集 中 治 療 室 ・ 救 急 病 床 に お け る 入 院 診 療 と 各 専 門 診 療 科 と

連 携 し た 診 療  

d) 救 急 医 療 の 質 の 評 価  ・ 安 全 管 理  

e) 地 域 メ デ ィ カ ル コ ン ト ロ ー ル （ MC ）  

f) 災 害 医 療 （ DMAT 、）  

g) 救 急 医 療 領 域 の 臨 床 研 究  

h) 救 急 医 療 と 医 事 法 制  

(7) 施 設 内 研 修 の 管 理 体 制 ： 救 急 科 領 域 専 門 研 修 管 理 委 員 会 に

よ る  

(8) 週 間 ス ケ ジ ュ ー ル  

 

 月  火  水  木  金  土  日  

８ :00 － ９ :00        

９ :00 － 9:30         

9:30 — １

7:00  

       

１ ７ :00 —

17:30  

       

17:30 － 25:00         

申 し 送 り  

（ 月 か ら 金 ） 救 急 関 連 レ ク チ

ャ ー 、 抄 読 会 、 症 例 検 討  

診 療 （  ER ・ 集 中 治 療 室 ・ 病 棟 ）

シ フ ト 勤 務  

申 し 送 り  

診 療 （  ER ・ 集 中 治 療 室 ・ 病 棟 ）

シ フ ト 勤 務  

申 し 送 り  



７ ） 大 阪 府 三 島 救 命 救 急 セ ン タ ー （ 連 携 病 院 ）  

(1)  救 急 科 領 域 の 病 院 機 能 : 三 次 救 急 医 療 機 関 、 災 害 拠 点 病

院  

(2)  指 導 医 : 救 急 科 指 導 医 ４ 名 ・ 専 門 医 ４ 名 、 そ の 他 の 診 療

科 専 門 医 （ 循 環 器 内 科 、 外 科 、 整 形 外 科 、 脳 外 科 、 麻 酔 科 ほ

か ）   

(3)  救 急 車 搬 送 件 数 : 1000 件 / 年  

(4)  研 修 部 門 ： 救 命 救 急 セ ン タ ー ( ド ク タ ー カ ー 搭 乗 に よ る

病 院 前 診 療 を 含 む ）  

(5)  研 修 領 域  

① 救 急 医 療 の 基 本 的 な 知 識 と 手 技 の 習 得  

② 重 症 患 者 の 初 期 対 応  

③ 重 症 度 、 緊 急 度 の 判 断 と 重 症 患 者 の 集 中 治 療  

④ 神 経 集 中 治 療 ： 心 停 止 後 症 候 群 、 脳 卒 中 、 重 症 頭 部 外

傷 、 な ど  

⑤ 循 環 器 救 急 ： 緊 急 心 臓 カ テ ー テ ル 検 査 ・ 治 療 （ PCI ）、

な ど  

⑥ 外 傷 ・ 急 性 期 外 科 ： 専 門 的 な 救 急 手 術 手 技 と 術 後 集 中

治 療 （ 脳 外 科 、 腹 部 外 科 、 整 形 外 科 、 そ の 他 の 外 科 ）  

⑦ 緊 急 麻 酔  

⑧ 病 院 前 救 急 診 療 ： 高 槻 消 防 本 部 特 別 救 急 隊 （ ス テ ー シ

ョ ン 方 式 ド ク タ ー カ ー ） 搭 乗 、 な ど 。  

⑨ 災 害 医 療 ： 災 害 拠 点 病 院 と し て の 役 割 。 DMAT 研 修 。  

⑩ チ ー ム 医 療 の 理 解 と 実 践  

(6)  研 修 の 管 理 体 制 ：  

身 分 ： 医 員 （ 1 年 毎 更 新 の 有 期 契 約 職 員 ）  

勤 務 時 間 ： 8:45-17:30 ( 昼 休 み １ 時 間 )  

当 直 ： 4-5 回 / 月 、 当 直 明 け は 午 後 か ら 休 暇 。  

休 暇 ： 週 休 ２ 日 、 夏 期 休 暇 （ 5 日 ）、 有 休 休 暇 、 特 別 有 休 休

暇 （ フ レ キ シ ブ ル 休 暇 ） 月 ２ 日  

社 会 保 険 ： 厚 生 年 金 （ 健 康 保 険 、 年 金 ）、 雇 用 保 険 、 労 災 保

険  



宿 舎 ： な し （ た だ し 27,000 円 を 限 度 に 住 宅 補 助 あ り ）  

病 院 賠 償 保 険 ： 加 入   

医 師 賠 償 責 任 保 険 ： 施 設 で 加 入  

給 与 ： 年 収 850 万 円 （ 卒 後 5 年 目 ） 当 直 手 当 他 諸 手 当 を 含 む  

 

(7) 臨 床 現 場 を 離 れ た 研 修 活 動 :  

① 日 本 救 急 医 学 会 、 日 本 救 急 医 学 会 地 方 会 、 日 本 臨 床 救 急

医 学 会 、 日 本 集 中 治 療 医 学 会 、 日 本 集 中 治 療 地 方 会 、 日

本外傷学会、日本 Acute Care Surgery 学会、日本中毒学会、日本熱傷学会、日本

集団災害医学会、日本病院前診療医学会など、救急医学・救急医療関連医学会の

学 術 集 会 へ の 年 1 回 以 上 の 参 加 お よ び 発 表 、 学 会 誌 へ の

論 文 発 表 を 行 う 。  

② 各 専 門 医 学 会 （ 外 科 学 会 、 内 科 学 会 、 整 形 外 科 学 会 、 脳

外 科 学 会 な ど ） へ の 参 加 お よ び 発 表 、 各 学 会 誌 へ の 論 文

発 表 を 行 う 。  

③ ACLS 、 ICLS 、 JATEC 、 MCLS な ど の 救 急 関 連 の 教 育 コ ー

ス へ の 参 加 、 イ ン ス ト ラ ク タ ー 資 格 の 取 得 。  

週 間 ス ケ ジ ュ ー ル  

 



(8) 大 阪 府 三 島 救 命 救 急 セ ン タ ー の 特 色  

 全 国 で も 珍 し い 単 独 型 救 命 救 急 セ ン タ ー と し て 30 年 に わ た

っ て 地 域 の 救 急 医 療 を 支 え て き た 伝 統 あ る 救 命 救 急 セ ン タ ー

で あ る 。 各 科 専 門 医 が 救 急 科 専 門 医 で も あ る 「 専 門 医 集 団 に

よ る 救 急 医 療 」 を 実 践 し 、 初 療 の み な ら ず 専 門 的 治 療 ま で セ

ン タ ー 内 で 完 結 し て い る 。 ま た 当 セ ン タ ー の ド ク タ ー カ ー は

「 消 防 ス テ ー シ ョ ン 方 式 」 の 先 駆 け で も あ り 、 全 国 か ら 注 目

さ れ て い る 。  

８ ） 福 知 山 市 民 病 院  

1) 市 立 福 知 山 市 民 病 院  救 命 救 急 セ ン タ ー （ 連 携 施 設 ）  

(1) 救 急 科 領 域 の 病 院 機 能 ： 三 次 救 急 医 療 施 設 （ 救 命 救 急 セ ン

タ ー ）、 災 害 拠 点 病 院  

(2) 指 導 者 ： 救 急 科 指 導 医  0 名 、 救 急 科 専 門 医  2 名 、 そ の 他 の

専 門 診 療 科 専 門 医 師 （ 総 合 診 療 指 導 医 2 名 、 総 合 診 療 専 門 医

2 名 、 小 児 科 指 導 医 1 名 、 小 児 科 専 門 医 1 名 ）  

(3)   年 救 急 車 搬 送 件 数 ：  2,863 件  /  CPA  92 件  

(4)    救 急 外 来 受 診 者 数 ： 18,567 件  

(5)  研 修 部 門 ： 救 命 救 急 セ ン タ ー  

(6)    研 修 領 域  

 a) 臨 床 研 修   

① 一 般 的 な 救 急 手 技 ・ 処 置  

② 救 急 症 例 に 対 す る 診 療  

③ 急 性 疾 患 に 対 す る 診 療  

④ 外 因 性 救 急 に 対 す る 診 療  

⑤ 小 児 お よ び 特 殊 救 急 に 対 す る 診 療  

⑥ 災 害 医 療  

⑦ 外 科 的 ・ 整 形 外 科 的 ・ 脳 外 科 的 救 急 手 技 ・ 処 置  

⑧ 重 症 患 者 に 対 す る 救 急 手 技 ・ 処 置  

b) 臨 床 現 場 を 離 れ た 研 修 活 動 :  

① 日 本 救 急 医 学 会 、 日 本 救 急 医 学 会 地 方 会 、 日 本 臨 床 救 急

医学会、日本集中治療医学会、日本外傷学会、日本 Acute Care Surgery 学会、日本

熱傷学会、日本集団災害医学会、腹部救急医学会など、救急医学・救急医療関連医学



会 の 学 術 集 会 へ の 参 加 お よ び 発 表 、 学 会 誌 へ の 論 文 発 表

を 行 う 。  

② 各 専 門 医 学 会 へ の 参 加 お よ び 発 表 、 各 学 会 誌 へ の 論 文 発

表 を 行 う 。 ACLS 、 ICLS 、 JATEC 、 MCLS な ど の 救 急 関 連

の 教 育 コ ー ス へ の 参 加 、 イ ン ス ト ラ ク タ ー 資 格 の 取 得 。  

(7) 研 修 の 管 理 体 制 ：  

身 分 ： 専 攻 医 （ 臨 時 職 員 ）  

勤 務 時 間 ： 08:30~17:15 （ 休 憩 60 分 ）  

休  日 ： 週 休 2 日 制 ・ 土 日 祝 日 ・ 年 末 年 始 （ 12/29~1/3 ）  

年 次 有 給 休 暇 ： 労 働 基 準 法 の 定 め る 通 り  

給  与 ： 3 年 目  お お む ね 530,000 円 / 月 （ 超 過 勤 務 手 当 を 含

む ）  

  4 年 目  お お む ね 553,000 円 / 月 （ 超 過 勤 務 手 当 を 含 む ）  

   5 年 目  お お む ね 635,000 円 / 月 （ 超 過 勤 務 手 当 を 含 む ）  

賞  与 ： な し  

日 直 ま た は 当 直 ： 4-5 回 / 月   40,000 円 / 回 （ 救 命 セ ン タ ー ）  

社 会 保 障 制 度 ： 社 会 保 険 ・ 厚 生 年 金 保 険 、 労 災 保 険  

病 院 賠 償 保 険 ： 加 入   

医 師 賠 償 責 任 保 険 ： 個 人 で 任 意 加 入  

そ の 他 : 宿 舎 あ り  

研 究 研 修 費 ：  300,000 円 / 年 （ 3 ～ 4 年 目 ）  500,000 円 / 年

（ 5 年 目 ）  

医 学 誌 等 の 購 入 や 、 学 会 や 各 種 講 習 会 な ど の 参 加 （ 交 通 費 ・

宿 泊 費 ・ 学 会 参 加 費 ） に つ い て は 、 当 院 の 規 定 に 準 じ て 支 給  

 (8) 週 間 ス ケ ジ ュ ー ル  



 

9 ） 京 都 岡 本 記 念 病 院 （ 連 携 施 設 ）  

 

(1)  救 急 科 領 域 の 病 院 機 能 ： 災 害 拠 点 病 院 、 ド ク タ ー カ ー

配 備 、 地 域 メ デ ィ カ ル コ ン ト ロ ー ル （ MC ） 協 議 会 中 核 施

設 、 地 域 二 次 救 急 医 療 機 関  

(2)  指 導 者 ： 救 急 科 指 導 医 （ 学 会 ） ０ 名 、 救 急 科 専 門 医

（ 学 会 ） 3 名  

そ の 他 の 専 門 診 療 科 医 師 （ 集 中 治 療 科 ２ 名 、 麻 酔 科 ４ 名 、

循 環 器 内 科 ４ 名 、 脳 神 経 外 科 ４ 名 、 整 形 外 科 ３ 名 、 外 科 ９

名 ）  

(3)  救 急 車 搬 送 件 数 ： ４ ０ ０ ０ / 年  

(4)  研 修 部 門 ： 救 急 外 来 、 他 専 門 科 外 来 ・ 病 棟 （ Ｉ Ｃ Ｕ ・

外 科 ・ 脳 神 経 外 科 ・ 内 科 ほ か ）  

(5)  研 修 領 域  

i.  ク リ テ ィ カ ル ケ ア ・ 重 症 患 者 に 対 す る 診 療  

ii.  病 院 前 救 急 医 療 （ MC ・ ド ク タ ー カ ー ）  

iii.  心 肺 蘇 生 法 ・ 救 急 心 血 管 治 療  

iv.  シ ョ ッ ク  

v.  重 症 患 者 に 対 す る 救 急 手 技 ・ 処 置  

vi.  救 急 医 療 の 質 の 評 価  ・ 安 全 管 理  

vii. 災 害 医 療  

viii.  救 急 医 療 と 医 事 法 制  

月 火 水 木 金 土 日

07:30 ~ 08:30

画像

カンファ

画像

カンファ

画像

カンファ

画像

カンファ

画像

カンファ - -

08:30 ~ 17:15 ER ER ER ER ER - -

17:15 ~

その日の

振り返り

その日の

振り返り

その日の

振り返り

その日の

振り返り

その日の

振り返り - -

1週間分の

症例検討



ix.  一 般 的 な 救 急 手 技 ・ 処 置  

x.  救 急 症 候 に 対 す る 診 療  

xi.  急 性 疾 患 に 対 す る 診 療  

xii. 外 因 性 救 急 に 対 す る 診 療  

xiii.  小 児 お よ び 特 殊 救 急 に 対 す る 診 療  

xiv.  外 科 的 ・ 整 形 外 科 的 救 急 手 技 ・ 処 置  

xv.  病 院 前 救 急 医 療 （ ド ク タ ー カ ー ）  

xvi.  地 域 メ デ ィ カ ル コ ン ト ロ ー ル  

xvii.   

(6)  研 修 内 容 （ 研 修 方 策 ）  

i.  外 来 症 例 の 初 療  

ii.  病 棟 入 院 症 例 の 管 理  

iii.  ICU 入 院 症 例 の 管 理  

iv.  病 院 前 診 療 （ ド ク タ ー カ ー ）  

v.  オ ン ラ イ ン メ デ ィ カ ル コ ン ト ロ ー ル  

vi.  検 証 会 議 へ の 参 加  

vii. 災 害 訓 練 へ の 参 加  

viii.  off the job training へ の 参 加  

(7) 研 修 の 管 理 体 制 ： 救 急 科 領 域 専 門 研 修 管 理 委 員 会 に よ る  

(8) 給 与 ： 基 本 給 ： 3 年 次  月 給 ： 450,000 円  

       4 年 次  月 給 ： 470,000 円  

       5 年 次  月 給 ： 490.000 円  

(9) 身 分 ： 診 療 医 （ 後 期 研 修 医 ）  

(10) 勤 務 時 間 ： 8:30-17:00  

(11) 社 会 保 険 ： 労 働 保 険 、 健 康 保 険 、 厚 生 年 金 保 険 、 雇 用 保

険 を 適 用  

(12) 宿 舎 ： あ り  

(13) 専 攻 医 室 ： 専 攻 医 専 用 の 設 備 は な い が 、 個 人 ス ペ ー ス

（ 机 、 椅 子 、 棚 ） が 充 て ら れ る 。  

(14) 健 康 管 理 ： 年 1 回 。 そ の 他 各 種 予 防 接 種 。  

(15) 医 師 賠 償 責 任 保 険 ： 病 院 で 負 担   

(16) 臨 床 現 場 を 離 れ た 研 修 活 動 ： 日 本 救 急 医 学 会 、 日 本 救 急



医 学 会 地 方 会 、 日 本 臨 床 救 急 医 学 会 、 日 本 集 中 治 療 医 学 会 、

日 本 集 中 治 療 医 学 会 地 方 会 、 日 本 外 傷 学 会 、 日 本 中 毒 学 会 、

日 本 熱 傷 学 会 、 日 本 集 団 災 害 医 学 会 、 日 本 病 院 前 診 療 医 学 会

な ど 救 急 医 学 ・ 救 急 医 療 関 連 医 学 会 の 学 術 集 会 へ の 1 回 以 上

の 参 加 な ら び に 報 告 を 行 う 。 参 加 費 な ら び に 論 文 投 稿 費 用 は 、

病 院 規 定 に よ り 補 助 あ り 。  

(17)  週 間 ス ケ ジ ュ ー ル  

 

 

10) 清 水 赤 十 字 病 院 （ 関 連 施 設 ）  

(1) 救 急 科 領 域 の 病 院 機 能 ： 地 域 二 次 救 急 医 療 機 関  

(2) 指 導 者 ： 救 急 科 指 導 医 （ 学 会 ） 0 名 、 救 急 科 専 門 医 （ 学 会 ）

0 名  

そ の 他 の 専 門 診 療 科 医 師  

・ 日 本 内 科 学 会 総 合 内 科 専 門 医  1 名  

・ 日 本 消 化 器 病 学 会 専 門 医      2 名  

時 月 火 水 木 金 土 日

7

8

9
9：00-9：30

ICU回診
9：00-9：30

ICU回診

10 ↥ ↥
11

12

13

14

15 ↧ ↧
16

消化器
カンファレンス

救急画像
カンファレンス

17
外科・救急

カンファレンス
外科・救急

カンファレンス

18
術前

カンファレンス
術前

カンファレンス

ER・他職種合同カンファレンス　8：30-9：00

9：00-9：30 ICU回診

ＥＲ勤務
or

手術

手術 手術



・ 日 本 肝 臓 学 会 専 門 医           1 名  

・ 日 本 消 化 器 内 視 鏡 学 会 専 門 医   2 名  

・ 社 会 医 学 系 専 門 医 協 会 指 導 医   1 名  

・ 日 本 小 児 科 学 会 専 門 医         1 名  

・ 日 本 外 科 学 会 専 門 医          1 名  

(3) 救 急 車 搬 送 件 数 ： １ ５ ６ 件 / 年  

(4) 研 修 部 門 ： 救 急 外 来 、 他 専 門 科 外 来 ・ 病 棟 、 人 工 透 析 セ ン

タ ー  

(5) 研 修 領 域 （ 地 域 救 急 診 療 と 総 合 診 療 研 修 ）  

i. 在 宅 医 療 の 推 進 と プ ラ イ マ リ ケ ー の 実 践  

ii. 一 般 的 な 救 急 手 技 ・ 処 置  

(6) 研 修 内 容 （ 研 修 方 策 ）  

i. 外 来 症 例 の 初 療  

ii. 病 棟 入 院 症 例 の 管 理  

(7) 研 修 の 管 理 体 制 ： 救 急 科 領 域 専 門 研 修 管 理 委 員 会 に よ る  

(8) 給 与 ： 基 本 給 ：  3 年 次  月 給 ： 650,000 円  

         4 年 次  月 給 ： 670,000 円  

         5 年 次  月 給 ： 700.000 円  

 

(9) 身 分 ： 診 療 医 （ 後 期 研 修 医 ）  

(10) 勤 務 時 間 ： 8:25-17:00  

(11) 社 会 保 険 ： 労 働 保 険 、 健 康 保 険 、 厚 生 年 金 保 険 、 雇 用 保

険 を 適 用  

(12) 宿 舎 ： あ り  

(13) 専 攻 医 室 ： 専 攻 医 専 用 の 設 備 は な い が 、 個 人 ス ペ ー ス

（ 机 、 椅 子 、 棚 ） が 充 て ら れ る 。  

(14) 健 康 管 理 ： 年 2 回 。 そ の 他 各 種 予 防 接 種 。  

(15) 医 師 賠 償 責 任 保 険 ： 病 院 で 負 担   

(16) 臨 床 現 場 を 離 れ た 研 修 活 動 ： 日 本 救 急 医 学 会 、 日 本 救 急

医 学 会 地 方 会 、 日 本 臨 床 救 急 医 学 会 、 日 本 集 中 治 療 医 学 会 、

日 本 集 中 治 療 医 学 会 地 方 会 、 日 本 外 傷 学 会 、 日 本 中 毒 学 会 、

日 本 熱 傷 学 会 、 日 本 集 団 災 害 医 学 会 、 日 本 病 院 前 診 療 医 学 会



な ど 救 急 医 学 ・ 救 急 医 療 関 連 医 学 会 の 学 術 集 会 へ の 1 回 以 上

の 参 加 な ら び に 報 告 を 行 う 。 参 加 費 な ら び に 論 文 投 稿 費 用 は 、

病 院 規 定 に よ り 補 助 あ り 。  

 

 

（ ４ ）  研 修 プ ロ グ ラ ム 例  

救 急 科 領 域 の 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム で は 、 医 師 と し て の コ ン ピ

テ ン ス の 幅 を 広 げ る た め に 、 最 先 端 の 医 学 ・ 医 療 を 理 解 す る

こ と 及 び 科 学 的 思 考 法 を 体 得 す る こ と を 重 視 し て い ま す 。 具

体 的 に は 、 専 門 研 修 の 期 間 中 に 臨 床 医 学 研 究 、 社 会 医 学 研 究

あ る い は 基 礎 医 学 研 究 に 直 接 ・ 間 接 に 触 れ る 機 会 を 持 つ こ と

が で き る よ う に 、 研 修 施 設 群 の 中 に 臨 床 研 究 あ る い は 基 礎 研

究 を 実 施 で き る 体 制 を 備 え た 施 設 を 含 め て い ま す 。 し か し 京

都 に お い て は ド ク タ カ ー 、 ド ク タ ー ヘ リ な ど が な い た め 病 院

前 研 修 は MC 教 育 な ど に 限 ら れ ま す 。 こ の た め 病 院 前 研 修 は

他 府 県 に て 習 得 す る こ と に な り ま す 。 近 隣 県 で は 困 難 な た め

離 れ て い ま す が ２ つ の 施 設 （ 大 阪 府 三 島 救 命 救 急 セ ン タ ー 、

広 島 大 学 病 院 ） を 含 め て い ま す 。 こ の 中 か ら 選 択 し て い た だ

き ま す 。  

① 研 修 プ ロ グ ラ ム の 基 本 モ ジ ュ ー ル  

研 修 領 域 ご と の 研 修 期 間 は 、 救 急 科 で の 救 急 診 療 （ ク リ テ ィ

カ ル ケ ア 、 集 中 治 療 を 含 む ） 18 ケ 月 間 か ら 21 ケ 月 間 、 救 急 に

関 す る 科 （ 整 形 、 脳 外 科 、 神 経 内 科 な ど ） ０ 〜 ３ ヶ 月 間 、 当

院 小 児 救 急 3 ヶ 月 間 、 集 中 治 療 を 修 得 す る た め に 他 病 院 で の

研 修 9 ヶ 月 か ら １ 年 間 、 ２ 次 病 院 で の 救 急 診 療 1 か 月 か ら  

3 か 月 間 と し て い ま す 。  

以 下 に 基 本 プ ロ グ ラ ム の 選 択 例 と 集 中 治 療 医 を 目 指 す プ ロ グ

ラ ム と 外 傷 専 門 医 を 目 指 す プ ロ グ ラ ム 例 を 記 載 し ま し た 。  



 

 

 

 



 

集 中 治 療 (6 ～ 9 ヶ 月 ): 京 都 大 学 、 広 島 大 学 、 滋 賀 医 科 大 学 、

産 業 医 科 大 学  

病 院 前 救 急 医 療 ( ３ ヶ 月 ): 広 島 大 学 、 三 島 救 命 救 急 セ ン タ ー  

二 次 病 院 ・ 地 域 ( ３ ヶ 月 ): 京 都 府 立 医 大 、 京 都 大 学 、 産 業 医

科 大 学 、 三 島 救 命 救 急 セ ン タ ー 、

福 知 山 市 民 病 院 、 京 都 岡 本 記 念 病

院  清 水 赤 十 字 病 院  

 

４ ． 専 攻 医 の 到 達 目 標 （ 修 得 す べ き 知 識 ・ 技 能 ・ 態 度 な ど ）  

（ 1 ） 専 門 知 識  

専 攻 医 の み な さ ん は 別 紙 の 救 急 科 研 修 カ リ キ ュ ラ ム に 沿 っ て 、

カ リ キ ュ ラ ム Ⅰ か ら Ⅹ Ⅴ ま で の 領 域 の 専 門 知 識 を 修 得 し て い

た だ き ま す 。 知 識 の 要 求 水 準 は 、 研 修 修 了 時 に 単 独 で の 救 急

診 療 を 可 能 に す る こ と を 基 本 と す る よ う に 必 修 水 準 と 努 力 水

準 に 分 け ら れ て い ま す 。  

（ 2 ） 専 門 技 能 （ 診 察 、 検 査 、 診 断 、 処 置 、 手 術 な ど ）  

専 攻 医 の み な さ ん は 別 紙 の 救 急 科 研 修 カ リ キ ュ ラ ム に 沿 っ て 、

救 命 処 置 、 診 療 手 順 、 診 断 手 技 、 集 中 治 療 手 技 、 外 科 手 技 な

ど の 専 門 技 能 を 修 得 し て い た だ き ま す 。 こ れ ら の 技 能 は 、 単



独 で 実 施 で き る も の と 、 指 導 医 の も と で 実 施 で き る も の に 分

け ら れ て い ま す 。  

（ 3 ） 経 験 目 標 （ 種 類 、 内 容 、 経 験 数 、 要 求 レ ベ ル 、 学 習 法

お よ び 評 価 法 等 ）  

1) 経 験 す べ き 疾 患 ・ 病 態  

専 攻 医 の み な さ ん が 経 験 す べ き 疾 患 、 病 態 は 必 須 項 目 と 努 力

目 標 と に 区 分 さ れ て い ま す 。 別 紙 の 救 急 科 研 修 カ リ キ ュ ラ ム

を ご 参 照 く だ さ い 。 こ れ ら の 疾 患 ・ 病 態 は 全 て 、 本 研 修 プ ロ

グ ラ ム に お け る 十 分 な 症 例 数 の 中 で 、 適 切 な 指 導 の も と で 経

験 す る こ と が で き ま す 。  

2) 経 験 す べ き 診 察 ・ 検 査 等  

専 攻 医 の み な さ ん が 経 験 す べ き 診 察 ・ 検 査 等 は 必 須 項 目 と 努

力 目 標 と に 区 分 さ れ て い ま す 。 別 紙 の 救 急 科 研 修 カ リ キ ュ ラ

ム を ご 参 照 く だ さ い 。 こ れ ら 診 察 ・ 検 査 等 は 全 て 、 本 研 修 プ

ロ グ ラ ム に お け る 十 分 な 症 例 数 の 中 で 、 適 切 な 指 導 の も と で

経 験 す る こ と が で き ま す 。  

3) 経 験 す べ き 手 術 ・ 処 置 等  

専 攻 医 の み な さ ん が 経 験 す べ き 手 術 ・ 処 置 の 中 で 、 基 本 と な

る 手 術 ・ 処 置 に つ い て は 術 者 と し て 実 施 出 来 る こ と が 求 め ら

れ ま す 。 そ れ 以 外 の 手 術 ・ 処 置 に つ い て は 助 手 と し て 実 施 を

補 助 で き る こ と が 求 め ら れ て い ま す 。 研 修 カ リ キ ュ ラ ム に 沿

っ て 術 者 お よ び 助 手 と し て の 実 施 経 験 の そ れ ぞ れ 必 要 最 低 数

が 決 め ら れ て い ま す 。 別 紙 の 救 急 科 研 修 カ リ キ ュ ラ ム を ご 参

照 く だ さ い 。 こ れ ら の 手 術 ・ 処 置 等 は 全 て 、 本 研 修 プ ロ グ ラ

ム に お け る 十 分 な 症 例 数 の 中 で 、 適 切 な 指 導 の も と で 経 験 す

る こ と が で き ま す 。  

（ 4 ） 地 域 医 療 の 経 験 （ 2 次 病 院 、 地 域 病 院 ）  

専 攻 医 の み な さ ん は 、 原 則 と し て 研 修 期 間 中 に 3 か 月 以 上 、

研 修 基 幹 施 設 以 外 の 2 次 病 院 で あ る : 京 都 大 学 、 京 都 府 立 医

大 、 産 業 医 科 大 学 、 滋 賀 医 大 病 院 、 広 島 大 学 病 院 や 地 域 病 院

で あ る 三 島 救 命 救 急 セ ン タ ー 、 福 知 山 市 民 病 院 、 京 都 岡 本 記

念 病 院 、 清 水 赤 十 字 病 院 で 研 修 し 、 周 辺 の 医 療 施 設 と の 病 病



連 携 の 実 際 を 経 験 し て い た だ き ま す 。 ま た 、 消 防 組 織 と の 事

後 検 証 委 員 会 へ の 参 加 や 指 令 セ ン タ ー に お け る 特 定 行 為 指 示

や 救 命 士 の 病 院 実 習 を 通 じ て 、 地 域 に お け る メ デ ィ カ ル コ ン

ト ロ ー ル 活 動 に 参 加 し て い た だ き ま す 。  

（ 5 ） 学 術 活 動  

臨 床 研 究 や 基 礎 研 究 へ も 積 極 的 に 関 わ っ て い た だ き ま す 。 専

攻 医 の み な さ ん は 研 修 期 間 中 に 筆 頭 者 と し て 少 な く と も 年 2

回 以 上 の 専 門 医 機 構 研 修 委 員 会 が 認 め る 救 急 科 領 域 の 学 会 で

発 表 を 行 え る よ う に 共 同 発 表 者 と し て 指 導 い た し ま す 。 ま た 、

筆 頭 者 と し て 少 な く と も １ 編 の 論 文 発 表 を 行 え る よ う に 共 著

者 と し て 指 導 い た し ま す 。 更 に 、 京 都 第 二 赤 十 字 病 院 が 参 画

し て い る 外 傷 登 録 や 心 停 止 登 録 な ど で 皆 さ ん の 経 験 症 例 を 登

録 し て い た だ き ま す 。  

 

５ ． 各 種 カ ン フ ァ レ ン ス な ど に よ る 知 識 ・ 技 能 の 習 得  

本 研 修 プ ロ グ ラ ム で は 、 救 急 科 専 門 研 修 で は 、 救 急 診 療 や 手

術 で の 実 地 修 練 （ on-the-job training ） を 中 心 に し て 、 広 く 臨 床 現

場 で の 学 習 を 提 供 す る と と も に 、 各 種 カ ン フ ァ レ ン ス な ど よ

る 知 識 ・ 技 能 の 習 得 の 場 を 提 供 し て い ま す 。  

（ 1 ） 診 療 科 に お け る カ ン フ ァ レ ン ス お よ び 関 連 診 療 科 と の

合 同 カ ン フ ァ レ ン ス  

カ ン フ ァ レ ン ス の 参 加 を 通 し て 、 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 能 力 を

向 上 し 、 病 態 と 診 断 過 程 を 深 く 理 解 し 、 治 療 計 画 作 成 の 理 論

を 学 ん で い た だ き ま す 。  

（ 2 ） 抄 読 会 や 勉 強 会 へ の 参 加  

抄 読 会 や 勉 強 会 へ の 参 加 や イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 情 報 検 索 の

指 導 に よ り 、 臨 床 疫 学 の 知 識 や EBM に 基 づ い た 救 急 外 来 に お

け る 診 断 能 力 の 向 上 を 目 指 し て い た だ き ま す 。  

（ 3 ） 臨 床 現 場 で の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム を 利 用 し た 知

識 ・ 技 能 の 習 得  

各 研 修 施 設 内 の 設 備 や 教 育 ビ デ オ な ど を 利 用 し て 、 臨 床 で 実

施 す る 前 に 重 要 な 救 急 手 術 ・ 処 置 の 技 術 を 修 得 し て い た だ き



ま す 。 ま た 、 基 幹 研 修 施 設 で あ る 当 院 が 主 催 す る ICLS コ ー ス

に 加 え て 、 臨 床 現 場 で も 当 院 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン セ ン タ ー に

お け る 資 器 材 を 用 い た ト レ ー ニ ン グ に よ り 緊 急 病 態 の 救 命 ス

キ ル を 修 得 し て い た だ き ま す  

 

６ ． 学 問 的 姿 勢 に つ い て  

救 急 科 領 域 の 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム で は 、 医 師 と し て の コ ン ピ

テ ン ス の 幅 を 広 げ る た め に 、 最 先 端 の 医 学 ・ 医 療 を 理 解 す る

こ と 及 び 科 学 的 思 考 法 を 体 得 す る こ と を 重 視 し て い ま す 。 本

研 修 プ ロ グ ラ ム で は 、 専 攻 医 の 皆 さ ん は 研 修 期 間 中 に 以 下 に

示 す 内 容 で 、 学 問 的 姿 勢 の 実 践 を 図 っ て い た だ け ま す 。  

（ 1 ）  医 学 、 医 療 の 進 歩 に 追 随 す べ く 常 に 自 己 学 習 し 、 新

し い 知 識 を 修 得 す る 姿 勢 を 指 導 医 よ り 伝 授 し ま す 。  

（ 2 ）  将 来 の 医 療 の 発 展 の た め に 基 礎 研 究 や 臨 床 研 究 に も

積 極 的 に 関 わ り 、 カ ン フ ァ レ ン ス に 参 加 し て リ サ ー チ マ イ ン

ド を 涵 養 し て い た だ き ま す 。  

（ 3 ）  常 に 自 分 の 診 療 内 容 を 点 検 し 、 関 連 す る 基 礎 医 学 ・

臨 床 医 学 情 報 を 探 索 し 、 EBM を 実 践 す る 指 導 医 の 姿 勢 を 学 ん

で い た だ き ま す 。  

（ 4 ）  学 会 ・ 研 究 会 な ど に 積 極 的 に 参 加 、 発 表 し 、 論 文 を

執 筆 し て い た だ き ま す 。 指 導 医 が 共 同 発 表 者 や 共 著 者 と し て

指 導 い た し ま す 。 更 に 、 外 傷 登 録 や 心 停 止 登 録 な ど の 研 究 に

貢 献 す る た め 専 攻 医 の 皆 さ ん の 経 験 症 例 を 登 録 し て い た だ き

ま す 。 こ の 症 例 登 録 は 専 門 研 修 修 了 の 条 件 に 用 い る こ と が 出

来 ま す 。  

 

７ ． 医 師 に 必 要 な コ ア コ ン ピ テ ン シ ー 、 倫 理 性 、 社 会 性 な ど

に つ い て  

救 急 科 専 門 医 と し て の 臨 床 能 力 （ コ ン ピ テ ン シ ー ） に は 医 師

と し て の 基 本 的 診 療 能 力 （ コ ア コ ン ピ テ ン シ ー ） と 救 急 医 と

し て の 専 門 知 識 ・ 技 術 が 含 ま れ て い ま す 。 専 攻 医 の み な さ ん

は 研 修 期 間 中 に 以 下 の コ ア コ ン ピ テ ン シ ー も 習 得 で き る よ う



に 努 め て い た だ き ま す 。  

（ 1 ）  患 者 へ の 接 し 方 に 配 慮 し 、 患 者 や メ デ ィ カ ル ス タ ッ

フ と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 磨 く こ と 。  

（ 2 ）  自 立 し て 、 誠 実 に 、 自 律 的 に 医 師 と し て の 責 務 を 果

た し 、 周 囲 か ら 信 頼 さ れ る こ と （ プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ リ ズ ム ）。  

（ 3 ）  診 療 記 録 の 適 確 な 記 載 が で き る こ と 。  

（ 4 ）  医 の 倫 理 、 医 療 安 全 等 に 配 慮 し 、 患 者 中 心 の 医 療 を

実 践 で き る こ と 。  

（ 5 ）  臨 床 か ら 学 ぶ こ と を 通 し て 基 礎 医 学 ・ 臨 床 医 学 の 知

識 や 技 術 を 修 得 す る こ と  。  

（ 6 ）  チ ー ム 医 療 の 一 員 と し て 行 動 す る こ と 。  

（ 7 ）  後 輩 医 師 や メ デ ィ カ ル ス タ ッ フ に 教 育 ・ 指 導 を 行 う

こ と 。  

 

８ ． 施 設 群 に よ る 研 修 プ ロ グ ラ ム お よ び 地 域 医 療 に つ い て の

考 え 方  

（ 1 ） 専 門 研 修 施 設 群 の 連 携 に つ い て  

専 門 研 修 施 設 群 の 各 施 設 は 、 効 果 的 に 協 力 し て 指 導 に あ た り

ま す 。 具 体 的 に は 、 各 施 設 に 置 か れ た 委 員 会 組 織 の 連 携 の も

と で 専 攻 医 の み な さ ん の 研 修 状 況 に 関 す る 情 報 を 6 か 月 に 一

度 共 有 し な が ら 、 各 施 設 の 救 急 症 例 の 分 野 の 偏 り を 専 門 研 修

施 設 群 と し て 補 完 し あ い 、 専 攻 医 の み な さ ん が 必 要 と す る 全

て の 疾 患 ・ 病 態 、 診 察 ・ 検 査 等 、 手 術 ・ 処 置 等 を 経 験 で き る

よ う に し て い ま す 。 併 せ て 、 研 修 施 設 群 の 各 施 設 は 年 度 毎 に

診 療 実 績 を 救 急 科 領 域 研 修 委 員 会 へ 報 告 し て い ま す 。 ま た 、

指 導 医 が １ 名 以 上 存 在 す る 専 門 研 修 施 設 に て ２ 年 ９ か 月 以 上

研 修 し て い た だ く よ う に し て い ま す 。  

（ 2 ） 地 域 医 療 ・ 地 域 連 携 へ の 対 応  

① 地 域 の 救 急 医 療 機 関 病 院 ま た は 2 次 病 院 に て 救 急 診 療 を 行

い ま す 。 ３ か 月 以 上 経 験 す る こ と を 原 則 と し て い ま す 。  

②  地 域 の メ デ ィ カ ル コ ン ト ロ ー ル 協 議 会 に 参 加 し 、 あ る い

は 消 防 本 部 に 出 向 い て 、 事 後 検 証 な ど を 通 し て 病 院 前 救 護 の



実 状 に つ い て 学 び ま す 。  

（ 3 ） 指 導 の 質 の 維 持 を 図 る た め に  

研 修 基 幹 施 設 と 連 携 施 設 に お け る 指 導 の 共 有 化 を め ざ す た め

に 以 下 を 考 慮 し て い ま す 。  

① 研 修 基 幹 施 設 が 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム で 研 修 す る 専 攻 医 を 集

め た 講 演 会 や hands-on-seminar な ど を 開 催 し 、 教 育 内 容 の 共 通 化

を は か っ て い ま す 。  

②  更 に 、 日 本 救 急 医 学 会 や そ の 関 連 学 会 が 準 備 す る 講 演 会

や hands-on-seminar な ど へ の 参 加 機 会 を 提 供 し 、 教 育 内 容 の 一 層

の 充 実 を 図 っ て い た だ き ま す 。  

③ 研 修 基 幹 施 設 と 連 携 施 設 が カ ン フ ァ レ ン ス を 定 期 的 に 行 い 、

連 携 施 設 に 在 籍 す る 間 も 基 幹 施 設 に よ る 十 分 な 指 導 が 受 け ら

れ る よ う 配 慮 し て い ま す 。  

④ 指 導 医 の 質 を 保 つ た め に 指 導 医 は ATOM コ ー ス  SSTT コ ー

ス や ECMO プ ロ ジ ェ ク ト な ど に 参 加 し 技 能 を 維 持 し て い ま す 。  

 

９ ． 年 次 毎 の 研 修 計 画  

専 攻 医 の み な さ ん に は 、 京 都 第 二 赤 十 字 病 院 救 急 科 専 門 研 修

施 設 群 に お い て 、 専 門 研 修 の 期 間 中 に 研 修 カ リ キ ュ ラ ム に 示

す 疾 患 ・ 病 態 、 診 察 ・ 検 査 、 手 術 ・ 処 置 の 基 準 数 を 経 験 し  

て い た だ き ま す 。  

年 次 毎 の 研 修 計 画 を 別 に 示 し ま す 。  

・ 専 門 研 修 1 年 目  

・ 基 本 的 診 療 能 力 （ コ ア コ ン ピ テ ン シ ー ）  

・ 救 急 診 療 に お け る 基 本 的 知 識 ・ 技 能  

・ 集 中 治 療 に お け る 基 本 的 知 識 ・ 技 能  

・ 病 院 前 救 護 ・ 災 害 医 療 に お け る 基 本 的 知 識 ・ 技 能  

・ 必 要 に 応 じ て 他 科 ロ ー テ ー シ ョ ン に よ る 研 修  

・ 専 門 研 修 2 年 目  

・ 基 本 的 診 療 能 力 （ コ ア コ ン ピ テ ン シ ー ）  

・ 救 急 診 療 に お け る 応 用 的 知 識 ・ 技 能  

・ 集 中 治 療 に お け る 応 用 的 知 識 ・ 技 能  



・ 病 院 前 救 護 ・ 災 害 医 療 に お け る 応 用 的 知 識 ・ 技 能  

・ 必 要 に 応 じ て 他 科 ロ ー テ ー シ ョ ン に よ る 研 修  

・ 専 門 研 修 3 年 目  

・ 基 本 的 診 療 能 力 （ コ ア コ ン ピ テ ン シ ー ）  

・ 救 急 診 療 に お け る 実 践 的 知 識 ・ 技 能  

・ 集 中 治 療 に お け る 実 践 的 知 識 ・ 技 能  

・ 病 院 前 救 護 ・ 災 害 医 療 に お け る 実 践 的 知 識 ・ 技 能  

・ 必 要 に 応 じ て 他 科 ロ ー テ ー シ ョ ン に よ る 研 修  

救 急 診 療 、 集 中 治 療 、 病 院 前 救 護 ・ 災 害 医 療 等 は 年 次 に 拘 ら

ず 弾 力 的 に 研 修 し ま す 。  

必 須 項 目 を 中 心 に 、 知 識 ・ 技 能 の 年 次 毎 の コ ン ピ テ ン シ ー の

到 達 目 標 （ 例  A ： 指 導 医 を 手 伝 え る 、 B ： チ ー ム の 一 員 と し

て 行 動 で き る 、 C ： チ ー ム を 率 い る こ と が 出 来 る ） を 定 め て

い ま す 。  

研 修 施 設 群 の 中 で 研 修 基 幹 施 設 お よ び 研 修 連 携 施 設 は ど の よ

う な 組 合 せ と 順 番 で ロ ー テ ー シ ョ ン し て も 、 最 終 的 に は 指 導

内 容 や 経 験 症 例 数 に 不 公 平 が 無 い よ う に 十 分 に 配 慮 い た し ま

す 。 研 修 の 順 序 、 期 間 等 に つ い て は 、 専 攻 医 の 皆 さ ん を 中 心

に 考 え 、 個 々 の 専 攻 医 の 希 望 と 研 修 進 捗 状 況 、 各 病 院 の 状 況 、

地 域 の 医 療 体 制 を 勘 案 し て 、 研 修 基 幹 施 設 の 研 修 プ ロ グ ラ ム

管 理 委 員 会 が 見 直 し て 、 必 要 が あ れ ば 修 正 さ せ て い た だ き ま

す  

 

１ ０ ．  専 門 研 修 の 評 価 に つ い て  

（ 1 ）  形 成 的 評 価  

専 攻 医 の 皆 さ ん が 研 修 中 に 自 己 の 成 長 を 知 る こ と は 重 要 で す 。

習 得 状 況 の 形 成 的 評 価 に よ る 評 価 項 目 は 、 コ ア コ ン ピ テ ン シ

ー 項 目 と 救 急 科 領 域 の 専 門 知 識 お よ び 技 能 で す 。  

専 攻 医 の 皆 さ ん は 、 専 攻 医 研 修 実 績 フ ォ ー マ ッ ト に 指 導 医 の

チ ェ ッ ク を 受 け 指 導 記 録 フ ォ ー マ ッ ト に よ る フ ィ ー ド バ ッ ク

で 形 成 的 評 価 を 受 け て い た だ き ま す 。 指 導 医 は 臨 床 研  

修 指 導 医 養 成 講 習 会 も し く は 日 本 救 急 医 学 会 等 の 準 備 す る 指



導 医 講 習 会 な ど で 身 に つ け た 方 法 を 駆 使 し 、 み な さ ん に フ ィ

ー ド バ ッ ク い た し ま す 。 次 に 、 指 導 医 か ら 受 け た 評  

価 結 果 を 、 年 度 の 中 間 と 年 度 終 了 直 後 に 研 修 プ ロ グ ラ ム 管 理

委 員 会 に 提 出 し て い た だ き ま す 。 研 修 プ ロ グ ラ ム 管 理 委 員 会

は こ れ ら の 研 修 実 績 お よ び 評 価 の 記 録 を 保 存 し 総 括 的 評 価 に

活 か す と と も に 、 中 間 報 告 と 年 次 報 告 の 内 容 を 精 査 し 、 次 年

度 の 研 修 指 導 に 反 映  

さ せ ま す  

（ 2 ）  総 括 的 評 価  

①  評 価 項 目 ・ 基 準 と 時 期  

専 攻 医 の み な さ ん は 、 研 修 終 了 直 前 に 専 攻 医 研 修 実 績 フ ォ ー

マ ッ ト お よ び 指 導 記 録 フ ォ ー マ ッ ト に よ る 年 次 毎 の 評 価 を 加

味 し た 総 合 的 な 評 価 を 受 け 、 専 門 的 知 識 、 専 門 的 技  

能 、 医 師 と し て 備 え る べ き 態 度 、 社 会 性 、 適 性 等 を 習 得 し た

か 判 定 さ れ ま す 。 判 定 は 研 修 カ リ キ ュ ラ ム に 示 さ れ た 評 価 項

目 と 評 価 基 準 に 基 づ い て 行 わ れ ま す 。  

②  評 価 の 責 任 者  

年 次 毎 の 評 価 は 当 該 研 修 施 設 の 指 導 責 任 者 お よ び 研 修 管 理 委

員 会 が 行 い ま す 。 専 門 研 修 期 間 全 体 を 総 括 し て の 評 価 は 専 門

研 修 基 幹 施 設 の 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム 統 括 責 任 者 が 行 い ま す 。  

③  修 了 判 定 の プ ロ セ ス  

研 修 基 幹 施 設 の 研 修 プ ロ グ ラ ム 管 理 委 員 会 に お い て 、 知 識 、

技 能 、 態 度 そ れ ぞ れ に つ い て 評 価 を 行 わ れ ま す 。 修 了 判 定 に

は 専 攻 医 研 修 実 績 フ ォ ー マ ッ ト に 記 載 さ れ た 経 験 す べ き 疾

患 ・ 病 態 、 診 察 ・ 検 査 等 、 手 術 ・ 処 置 等 の 全 て の 評 価 項 目 に

つ い て の 自 己 評 価 お よ び 指 導 医 等 に よ る 評 価 が 研 修 カ リ キ ュ

ラ ム に 示 す 基 準 を 満 た す 必 要 が あ り ま す 。  

④ 他 職 種 評 価  

特 に 態 度 に つ い て 、 看 護 師 、 薬 剤 師 、 診 療 放 射 線 技 師 、 ME,,  

MSW 等 の 多 職 種 の メ デ ィ カ ル ス タ ッ フ に よ る 専 攻 医 の み な さ

ん の 日 常 臨 床 の 観 察 を 通 し た 評 価 が 重 要 と な り ま す 。 看 護 師

を 含 ん だ ２ 名 以 上 の 担 当 者 か ら の 観 察 記 録 を も と に 、 当 該 研



修 施 設 の 指 導 責 任 者 か ら 各 年 度 の 中 間 と 終 了 時 に 専 攻 医 研 修

マ ニ ュ ア ル に 示 す 項 目 の 形 成 的 評 価 を 受 け る こ と に な り ま す 。  

 

１ １ ．  研 修 プ ロ グ ラ ム の 管 理 体 制 に つ い て  

専 門 研 修 基 幹 施 設 お よ び 専 門 研 修 連 携 施 設 が 、 専 攻 医 の 皆 さ

ん を 評 価 す る の み で な く 、 専 攻 医 の 皆 さ ん に よ る 指 導 医 ・ 指

導 体 制 等 に 対 す る 評 価 を お 願 い し て い ま す 。 こ の 、 双 方 向 の

評 価 シ ス テ ム に よ る 互 い の フ ィ ー ド バ ッ ク か ら 専 門 研 修 プ ロ

グ ラ ム の 改 善 を 目 指 し て い ま す 。 そ の た め に 、 専 門 研 修 基 幹

施 設 に 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム と 専 攻 医 を 統 括 的 に 管 理 す る 救 急

科 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム 管 理 委 員 会 を 置 い て い ま す 。  

救 急 科 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム 管 理 委 員 会 の 役 割 は 以 下 で す 。  

（ 1 ）  研 修 プ ロ グ ラ ム 管 理 委 員 会 は 、 研 修 プ ロ グ ラ ム 統 括

責 任 者 、 研 修 プ ロ グ ラ ム 連 携 施 設 担 当 者 等 で 構 成 さ れ 、 専 攻

医 お よ び 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム 全 般 の 管 理 と 、 研 修 プ ロ グ ラ ム

の 継 続 的 改 良 を 行 っ て い ま す 。  

（ 2 ）  研 修 プ ロ グ ラ ム 管 理 委 員 会 で は 、 専 攻 医 及 び 指 導 医

か ら 提 出 さ れ る 指 導 記 録 フ ォ ー マ ッ ト に も と づ き 専 攻 医 お よ

び 指 導 医 に 対 し て 必 要 な 助 言 を 行 っ て い ま す 。  

（ 3 ）  研 修 プ ロ グ ラ ム 管 理 委 員 会 に お け る 評 価 に 基 づ い て 、

研 修 プ ロ グ ラ ム 統 括 責 任 者 が 修 了 の 判 定 を 行 っ て い ま す 。  

プ ロ グ ラ ム 統 括 責 任 者 の 役 割 は 以 下 で す 。  

①  研 修 プ ロ グ ラ ム の 立 案 ・ 実 行 を 行 い 、 専 攻 医 の 指 導 に 責

任 を 負 っ て い ま す 。  

②  専 攻 医 の 研 修 内 容 と 修 得 状 況 を 評 価 し 、 そ の 資 質 を 証 明

す る 書 面 を 発 行 し ま す 。  

③  プ ロ グ ラ ム の 適 切 な 運 営 を 監 視 す る 義 務 と 、 必 要 な 場 合

に プ ロ グ ラ ム の 修 正 を 行 う 権 限 を 有 し て い ま す 。  

 

（ 4 ） 本 研 修 プ ロ グ ラ ム の プ ロ グ ラ ム 統 括 責 任 者 に つ い て  

本 研 修 プ ロ グ ラ ム の プ ロ グ ラ ム 統 括 責 任 者 は 下 記 の 基 準 を 満

た し て い ま す 。  



① 専 門 研 修 基 幹 施 設 京 都 第 二 赤 十 字 病 院 の 救 命 救 急 セ ン タ

ー 長 で あ り 、 日 本 救 急 医 学 会 指 導 医 お よ び 専 門 医 で す 。  

ま た 京 都 府 立 医 大 臨 床 教 授  （ 2008 年 5 月 ） 京 都 大 学 医

学 部 臨 床 教 授 （ 2008 年 7 月 ） で あ り ま す 。  

② 救 急 科 専 門 医 と し は 、 1 回 の 更 新 し か し て い ま せ ん が 25 

年 の 臨 床 経 験 が あ り 、 自 施 設 で 過 去 ３ 年 間 に 4 名 の 救 急

科 専 門 医 を 育 て た 指 導 経 験 を 有 し て お り 、 現 在 3 名 の 後

期 修 練 医 が 在 籍 し て お り ま す 。  

③ 救 急 医 学 に 関 す る 論 文 を 筆 頭 著 者 と し て 10 編 、 共 著 者 と

し て 30 編 を 発 表 し 、 救 急 医 学 会 雑 誌 に も 医 局 と し て 過 去

２ 年 間 で ３ 編 掲 載 さ れ て お り ま す 。 以 上 十 分 な 研 究 経 験

と 指 導 経 験 を 有 し て い ま す 。  

（ 5 ） 本 研 修 プ ロ グ ラ ム の 指 導 医 に つ い て  

本 研 修 プ ロ グ ラ ム の 基 幹 病 院 の 指 導 医 7 名 は 日 本 専 門 医 機 構

に よ っ て 定 め ら れ て い る 下 記 の 基 準 を 満 た し て い ま す 。  

①  専 門 研 修 指 導 医 は 、 専 門 医 の 資 格 を 持 ち 、 十 分 な 診 療 経

験 を 有 し か つ 教 育 指 導 能 力 を 有 す る 医 師 で あ る 。  

②  救 急 科 専 門 医 と し て ５ 年 以 上 の 経 験 を 持 ち 、 少 な く と も

１ 回 の 更 新 を 行 っ て い る （ ま た は そ れ と 同 等 と 考 え ら れ る ）

こ と 。  

③  救 急 医 学 に 関 す る 論 文 を 筆 頭 者 と し て 少 な く と も ２ 編 は

発 表 し て い る 。  

④ 臨 床 研 修 指 導 医 養 成 講 習 会 も し く は 日 本 救 急 医 学 会 等 の

準 備 す る 指 導 医 講 習 会 を 受 講 し て い る 。  

 

そ れ 以 外 に 1 名 が 更 新 回 数 が 0 回 で あ る が 以 下 の 要 点 で 指 導

医 に 該 当 す る と 考 え て 入 れ た い と 考 え て お り ま す 。  

救 急 科 副 部 長  石 井 亘  

 救 急 科 専 門 医 は 更 新 し て い ま せ ん が 15 年 の 臨 床 経 験 が あ り 、

現 在 救 急 医 学 会 指 導 医 申 請 中 で あ ま す 。  

ま た 学 術 的 に は 救 急 医 学 に 関 す る 論 文 を 以 下 掲 載 さ れ て お り

専 門 医 機 構 の 指 導 医 と し て 該 当 す る と 考 え て お り ま す  



論 文 業 績  

日 本 救 急 医 学 会 雑 誌 に 以 下 二 編  

① 胃 全 摘 ・ Roux-Y 吻 合 術 後 に 内 ヘ ル ニ ア を 来 た し た 1 例  

2012:23;364-8  

② 乳 糜 腹 水 を 認 め た 小 腸 軸 捻 転 の 1 例   2014;233-7  

日 本 臨 床 救 急 医 学 会 雑 誌  

③ 幽 門 側 胃 切 除 術 後 に 胃 石 性 腸 閉 塞 を き た し た 1 例    

2015;747-50  

④ 外 傷 性 気 胸 ・ 縦 郭 気 腫 に よ り 気 腹 症 を 呈 し た 1 例      

2014;704-7  

日 本 腹 部 救 急 医 学 会 雑 誌   

⑤ 腹 腔 内 遊 離 ガ ス を 呈 し た 腸 管 嚢 胞 様 気 腫 症 の 1 例      

2011 ； 1079-82  

日 本 臨 床 外 科 学 会 雑 誌  

⑥  切 除 術 を 要 し た 出 血 性 小 腸 憩 室 の 1 例 2011;3080-3  

⑦  術 前 診 断 が 可 能 で あ っ た 胆 嚢 捻 転 症 の 2 例  

  

 

（ 6 ） 基 幹 施 設 の 役 割  

専 門 研 修 基 幹 施 設 は 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム を 管 理 し 、 当 該 プ ロ

グ ラ ム に 参 加 す る 専 攻 医 お よ び 専 門 研 修 連 携 施 設 を 統 括 し て

い ま す 。 以 下 が そ の 役 割 で す 。  

①  専 門 研 修 基 幹 施 設 は 研 修 環 境 を 整 備 す る 責 任 を 負 っ て い

ま す 。  

②  専 門 研 修 基 幹 施 設 は 各 専 門 研 修 施 設 が 研 修 の ど の 領 域 を

担 当 す る か を プ ロ グ ラ ム に 明 示 し ま す 。  

③  専 門 研 修 基 幹 施 設 は 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム の 修 了 判 定 を 行

い ま す 。  

（ 7 ） 連 携 施 設 で の 委 員 会 組 織  

専 門 研 修 連 携 施 設 は 専 門 研 修 管 理 委 員 会 を 組 織 し 、 自 施 設 に

お け る 専 門 研 修 を 管 理 し ま す 。 ま た 、 参 加 す る 研 修 施 設 群 の

専 門 研 修 基 幹 施 設 の 研 修 プ ロ グ ラ ム 管 理 委 員 会 に 担 当 者 を 出

http://ci.nii.ac.jp/naid/130004688190
http://ci.nii.ac.jp/naid/130005118015
http://ci.nii.ac.jp/naid/130005003262
http://ci.nii.ac.jp/naid/10030722535
http://ci.nii.ac.jp/naid/10030460607
http://ci.nii.ac.jp/naid/50006377081


し て 、 専 攻 医 お よ び 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム に つ い て の 情 報 提 供

と 情 報 共 有 を 行 い  

ま す 。  

 

１ ２ ．  専 攻 医 の 就 業 環 境 に つ い て  

救 急 科 領 域 の 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム に お け る 研 修 施 設 の 責 任 者

は 、 専 攻 医 の み な さ ん の 適 切 な 労 働 環 境 の 整 備 に 努 め る と と

も に 、 心 身 の 健 康 維 持 に 配 慮 い た し ま す 。 そ の ほ か 、 労 働 安

全 、 勤 務 条 件 等 の 骨 子 を 以 下 に 示 し ま す 。  

（ 1 ）  勤 務 時 間 は 週 に 38 時 間 45 分 を 基 本 と し ま す 。  

（ 2 ）  研 修 の た め に 自 発 的 に 時 間 外 勤 務 を 行 う こ と は 考 え

ら れ る こ と で は あ り ま す が 心 身 の 健 康 に 支 障 を き た さ な い よ

う に 自 己 管 理 し て く だ さ い 。  

（ 3 ）  当 直 業 務 と 夜 間 診 療 業 務 を 区 別 し 、 そ れ ぞ れ に 対 応

し た 給 与 規 定 に 従 っ て 対 価 を 支 給 し ま す 。  

（ 4 ）  当 直 業 務 あ る い は 夜 間 診 療 業 務 に 対 し て 適 切 な バ ッ

ク ア ッ プ 体 制 を 整 え て 負 担 を 軽 減 い た し ま す 。  

（ 5 ）  過 重 な 勤 務 と な ら な い よ う に 適 切 に 休 日 を と れ る こ

と を 保 証 し ま す 。  

⑥ 各 施 設 に お け る 給 与 規 定 を 明 示 し ま す 。  

 

１ ３ ． 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム の 評 価 と 改 善 方 法  

（ 1 ） 専 攻 医 に よ る 指 導 医 お よ び 研 修 プ ロ グ ラ ム に 対 す る 評

価  

日 本 専 門 医 機 構 の 救 急 科 領 域 研 修 委 員 会 が 定 め る 書 式 を 用 い

て 、 専 攻 医 の み な さ ん は 年 度 末 に 「 指 導 医 に 対 す る 評 価 」 と

「 プ ロ グ ラ ム に 対 す る 評 価 」 を 研 修 プ ロ グ ラ ム 統 括 責 任 者 に

提 出 し て い た だ き ま す 。 専 攻 医 の み な さ ん が 指 導 医 や 研 修 プ

ロ グ ラ ム に 対 す る 評 価 を 行 う こ と で 不 利 益 を 被 る こ と が な い

こ と を 保 証 し た 上 で 、 改 善 の 要 望 を 研 修 プ ロ グ ラ ム 管 理 委 員

会 に 申 し 立 て る こ と が で き る よ う に な っ て い ま す 。 専 門 研 修

プ ロ グ ラ ム に 対 す る 疑 義 解 釈 等 は 、 研 修 プ ロ グ ラ ム 管 理 委 員



会 に 申 し 出 て い た だ け れ ば お 答 え い た し ま す 。 研 修 プ ロ グ ラ

ム 管 理 委 員 会 へ の 不 服 が あ れ ば 、 専 門 医 機 構 の 専 門 研 修 プ ロ

グ ラ ム 研 修 施 設 評 価 ・ 認 定 部 門 に 訴 え る こ と が で き ま す 。  

（ 2 ） 専 攻 医 等 か ら の 評 価 （ フ ィ ー ド バ ッ ク ） を シ ス テ ム 改

善 に つ な げ る プ ロ セ ス  

研 修 プ ロ グ ラ ム の 改 善 方 策 に つ い て 以 下 に 示 し ま す 。  

①  研 修 プ ロ グ ラ ム 統 括 責 任 者 は 報 告 内 容 を 匿 名 化 し て 研 修

プ ロ グ ラ ム 管 理 委 員 会 に 提 出 し 、 管 理 委 員 会 は 研 修 プ ロ グ ラ

ム の 改 善 に 生 か し ま す 。  

②  管 理 委 員 会 は 専 攻 医 か ら の 指 導 医 評 価 報 告 用 紙 を も と に

指 導 医 の 教 育 能 力 を 向 上 さ せ る よ う に 支 援 し ま す 。  

③  管 理 委 員 会 は 専 攻 医 に よ る 指 導 体 制 に 対 す る 評 価 報 告 を

指 導 体 制 の 改 善 に 反 映 さ せ ま す 。  

（ 3 ） 研 修 に 対 す る 監 査 （ サ イ ト ビ ジ ッ ト 等 ） ・ 調 査 へ の 対

応  

救 急 科 領 域 の 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム に 対 す る 監 査 ・ 調 査 を 受 け

入 れ て 研 修 プ ロ グ ラ ム の 向 上 に 努 め ま す 。  

① 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム に 対 す る 専 門 医 機 構 を は じ め と し た 外

部 か ら の 監 査 ・ 調 査 に 対 し て 研 修 基 幹 施 設 責 任 者 お よ び 研 修

連 携 施 設 責 任 者 が 対 応 し ま す 。  

②  専 門 研 修 の 制 度 設 計 と 専 門 医 の 資 質 の 保 証 に 対 し て 、 研

修 基 幹 施 設 責 任 者 お よ び 研 修 連 携 施 設 責 任 者 を は じ め と す る

指 導 医 は 、 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル と し て の 誇 り と 責 任 を 基 盤 と

し て 自 律 的 に 対 応 し ま す 。  

③  他 の 専 門 研 修 施 設 群 か ら の 同 僚 評 価 に よ る サ イ ト ビ ジ ッ

ト を プ ロ グ ラ ム の 質 の 客 観 的 評 価 と し て 重 視 し ま す 。  

（ 4 ） 京 都 第 二 赤 十 字 病 院 救 急 科 専 門 医 研 修 プ ロ グ ラ ム 連 絡

協 議 会  

京 都 第 二 赤 十 字 病 院 は 外 科  内 科 の 基 本 領 域 専 門 研 修 プ ロ グ

ラ ム を 擁 し て い ま す 。 京 都 第 二 赤 十 字 病 院 院 長 、 同 病 院 内 の

各 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム 統 括 責 任 者 お よ び 研 修 プ ロ グ ラ ム 連 携

施 設 担 当 者 か ら な る 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム 連 絡 協 議 会 を 設 置 し 、



京 都 第 二 赤 十 字 病 院 に お け る 専 攻 医 な ら び に 専 攻 医 指 導 医 の

処 遇 、 専 門 研 修 の 環 境 整 備 等 を 定 期 的 に 協 議 し ま す 。  

（ 5 ） 専 攻 医 や 指 導 医 に よ る 日 本 専 門 医 機 構 の 救 急 科 研 修 委

員 会 へ の 直 接 の 報 告  

専 攻 医 や 指 導 医 が 専 攻 医 指 導 施 設 や 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム に 大

き な 問 題 が あ る と 考 え た 場 合 （ パ ワ ー ハ ラ ス メ ン ト な ど の 人

権 問 題 も 含 む ）、 京 都 第 二 赤 十 字 病 院 救 急 科 専 門 研 修 プ  

ロ グ ラ ム 管 理 委 員 会 を 介 さ ず に 、 直 接 当 院 の 臨 床 倫 理 委 員 会

や ハ ラ ス メ ン ト 委 員 会 に 直 接 訴 え る こ と や 、 直 接 下 記 の 連 絡

先 か ら 日 本 専 門 医 機 構 の 救 急 科 研 修 委 員 会 に 訴 え る こ と が で

き ま す 。  

電 話 番 号 ： 03-3201-3930  

e-mail ア ド レ ス ： senmoni-kensyu@rondo.ocn.ne.jp  

住 所 ： 〒 100-0005 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 3-5-1 東 京 国 際 フ ォ ー ラ

ム D 棟 3 階  

（ 6 ） プ ロ グ ラ ム の 更 新 の た め の 審 査  

救 急 科 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム は 、 日 本 専 門 医 機 構 の 救 急 科 研 修

委 員 会 に よ っ て 、 5 年 毎 に プ ロ グ ラ ム の 更 新 の た め の 審 査 を

受 け て い ま す 。  

 

１ ４ ．  修 了 判 定 に つ い て  

研 修 基 幹 施 設 の 研 修 プ ロ グ ラ ム 管 理 委 員 会 に お い て 、 専 門 医

認 定 の 申 請 年 度 （ 専 門 研 修 3 年 終 了 時 あ る い は そ れ 以 後 ） に 、

知 識 ・ 技 能 ・ 態 度 に 関 わ る 目 標 の 達 成 度 を 総 括 的 に 評 価 し 総

合 的 に 修 了 判 定 を 行 い ま す 。 修 了 判 定 に は 専 攻 医 研 修 実 績 フ

ォ ー マ ッ ト に 記 載 さ れ た 経 験 す べ き 疾 患 ・ 病 態 、 診 察 ・ 検 査

等 、 手 術 ・ 処 置 等 の 全 て の 評 価 項 目 に つ い て の 自 己 評 価 お よ

び 指 導 医 等 に よ る 評 価 が 研 修 カ リ キ ュ ラ ム に 示 す 基 準 を 満 た

す 必 要 が あ り ま す 。  

 

１ ５ ． 専 攻 医 が 研 修 プ ロ グ ラ ム の 修 了 に 向 け て 行 う べ き こ と    

研 修 基 幹 施 設 の 研 修 プ ロ グ ラ ム 管 理 委 員 会 に お い て 、 知 識 、



技 能 、 態 度 そ れ ぞ れ に つ い て 評 価 を 行 い ま す 。 専 攻 医 は 所 定

の 様 式 を 専 門 医 認 定 申 請 年 の  4 月 末 ま で に 専 門 研 修 プ ロ グ ラ

ム 管 理 委 員 会 に 送 付 し て く だ さ い 。 専 門 研 修  PG 管 理 委 員 会

は 5 月 末 ま で に 修 了 判 定 を 行 い 、 研 修 証 明 書 を 専 攻 医 に 送 付

し ま す 。  

 

１ ６ ．  研 修 プ ロ グ ラ ム の 施 設 群  

（ 1 ） 専 門 研 修 基 幹 施 設 連 携 群  

・ 京 都 第 二 赤 十 字 病 院 救 急 科 が 専 門 研 修 基 幹 施 設 で す 。  

専 門 研 修 連 携 施 設  

・ 京 都 第 二 赤 十 字 病 院 救 急 科 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム の 施 設 群 を

構 成 す る 連 携 病 院 は 、 以 下 の 診 療 実 績 基 準 を 満 た し た 施 設 で

す 。  

京 都 大 学 医 学 部 附 属 病 院 救 急 科 専 門 医 研 修 プ ロ グ ラ ム  

滋 賀 医 科 大 学 医 学 部 附 属 病 院 オ ー ル ラ ウ ン ド 型 救 急 科 専 門 研

修 プ ロ グ ラ ム  

広 島 大 学 病 院 救 急 科 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム  

産 業 医 科 大 学 病 院 救 急 科 専 門 医 連 携 サ ブ 領 域 展 開 コ ー ス  

京 都 府 立 医 科 大 学 救 急 医 療 学 教 室 救 急 科 専 門 医 研 修 コ ー ス  

（ 2 ） 専 門 研 修 連 携 施 設 群  

・ 京 都 第 二 赤 十 字 病 院 救 急 科 と 連 携 施 設 、 関 連 施 設 に よ り 専

門 研 修 施 設 群 を 構 成 し ま す 。  

連 携 施 設  

大 阪 府 三 島 救 命 救 急 セ ン タ ー  

市 立 福 知 山 市 民 病 院  

京 都 岡 本 記 念 病 院  

関 連 施 設  

清 水 赤 十 字 病 院  

 

（ 3 ） 専 門 研 修 施 設 群 の 地 理 的 範 囲  

・ 京 都 第 二 赤 十 字 病 院 救 急 科 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム の 専 門 研 修

施 設 群 は 、 京 都 府 （ 京 都 大 学 救 急 科 病 院 、 京 都 府 立 医 科 大 学



救 急 医 療 学 教 室  救 急 科 、 福 知 山 市 民 病 院 ）  

滋 賀 県 （ 滋 賀 医 科 大 学 救 急 科 ）  

大 阪 府 高 槻 市 （ 三 島 救 命 救 急 セ ン タ ー ）  

広 島 県 （ 広 島 大 学 救 急 科 ）  

福 岡 県 （ 産 業 医 科 大 学 病 院 救 急 科 ）  

施 設 群 の 中 に は 、 地 域 中 核 病 院 ( ２ 次 病 院 ) が 入 っ て い ま す 。  

京 都 に は 病 院 前 救 急 を 修 得 す る ド ク タ ー カ ー シ ス テ ム が な い

た め 他 府 県 の 病 院 に て 研 修 す る こ と を し た た め 遠 距 離 の 病 院

が 入 っ て い ま す 。 ま た 以 前 よ り 日 赤 病 院 間 で 地 域 病 院 で 研 修

し て お り 遠 距 離 で す が 地 域 医 療 お よ び プ ラ イ マ リ ー ケ ア ― 実

践 目 的 に 清 水 赤 十 字 病 院 が 関 連 施 設 と し て 入 っ て お り ま す 。  

 

１ ７ ． 専 攻 医 の 受 け 入 れ 数 に つ い て  

過 去 ３ 年 間 で 、 当 院 だ け で 合 計 ４ 名 の 救 急 科 専 門 医 を 育 て て

き た 実 績 と 、 過 去 ３ 年 間 で 当 院 の 専 攻 医 受 入 数 は ６ 人 で 平 均

２ 人 の 実 績 を 考 慮 し て 、 次 年 度 は ３ 人 と し ま し た 。 こ れ は 全

て の 専 攻 医 が 十 分 な 症 例 お よ び 手 術 ・ 処 置 等 を 経 験 で き る こ

と が 保 証 で き る 数 で す 。 研 修 施 設 群 の 症 例 数 は 専 攻 医 １ ０ 人

の た め の 必 要 数 を 満 た し て い る の で 、 余 裕 を 持 っ て 経 験 を 積

ん で い た だ け ま す 。  

 

１ ８ ． サ ブ ス ペ シ ャ ル テ ィ 領 域 と の 連 続 性 に つ い て  

（ 1 ）  サ ブ ス ペ シ ャ ル テ ィ 領 域 と し て 予 定 さ れ て い る 集 中

治 療 領 域 の 専 門 研 修 に つ い て 、  

京 都 第 二 赤 十 字 病 院 救 急 科 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム に お け る 専 門

研 修 の 中 の ク リ テ ィ カ ル ケ ア ・ 重 症 患 者 に 対 す る 診 療 に お い

て 集 中 治 療 領 域 の 専 門 研 修 で 経 験 す べ き 症 例 や 手 技 、 処 置 の

一 部 を 修 得 し て い た だ き 、 救 急 科 専 門 医 取 得 後 の 集 中 治 療 領

域 研 修 で 活 か し て い た だ け ま す 。  

①  集 中 治 療 領 域 専 門 研 修 施 設 を 兼 ね る 救 急 領 域 専 門 研 修

施 設 で は 、 救 急 科 専 門 医 の 集 中 治 療 専 門 医 へ の 連 続 的 な

育 成 を 支 援 し ま す 。  



② 今 後 、 サ ブ ス ペ シ ャ ル テ ィ 領 域 と し て 検 討 さ れ る 熱 傷 専

門 医 、 外 傷 専 門 医 、 集 中 治 療 専 門 医 等 の 専 門 研 修 に も 連

続 性 を 配 慮 し て い き ま す 。  

 

１ ９ ．  救 急 科 研 修 の 休 止 ・ 中 断 、 プ ロ グ ラ ム 移 動 、 プ ロ グ

ラ ム 外 研 修 の 条 件   

救 急 科 領 域 研 修 委 員 会 で 示 さ れ る 専 門 研 修 中 の 特 別 な 事 情 へ

の 対 処 を 以 下 に 示 し ま す 。  

（ 1 ）  出 産 に 伴 う 6 ヶ 月 以 内 の 休 暇 は 、 男 女 と も に 1 回 ま

で は 研 修 期 間 と し て 認 め ま す 。  

そ の 際 、 出 産 を 証 明 す る も の の 添 付 が 必 要 で す 。  

（ 2 ）  疾 病 に よ る 休 暇 は 6 か 月 ま で 研 修 期 間 と し て 認 め ま

す 。 そ の 際 、 診 断 書 の 添 付 が 必 要 で す 。  

（ 3 ）  週 20 時 間 以 上 の 短 時 間 雇 用 の 形 態 で の 研 修 は 3 年 間

の う ち 6 か 月 ま で 認 め ま す 。  

（ 4 ）  上 記 項 目 1 ） ,2 ） ,3 ） に 該 当 す る 専 攻 医 の 方 は 、 そ

の 期 間 を 除 い た 常 勤 で の 専 攻 医 研 修 期 間 が 通 算 2 年 半 以 上 必

要 に な り ま す 。  

（ 5 ）  大 学 院 に 所 属 し て も 十 分 な 救 急 医 療 の 臨 床 実 績 を 保

証 で き れ ば 専 門 研 修 期 間 と し て 認 め ま す 。 た だ し 、 留 学 、 病

棟 勤 務 の な い 大 学 院 の 期 間 は 研 修 期 間 と し て 認 め ら れ ま せ ん 。  

（ 6 ）  専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム を 移 動 す る こ と は 、 移 動 前 ・ 後

の プ ロ グ ラ ム 統 括 責 任 者 お よ び 専 門 医 機 構 の 救 急 科 領 域 研 修

委 員 会 が 認 め れ ば 可 能 と し ま す 。 こ の 際 、 移 動 前 の 研 修 を 移

動 後 の 研 修 期 間 に カ ウ ン ト で き ま す 。  

（ 7 ）  専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム と し て 定 め ら れ て い る も の 以 外

の 研 修 を 追 加 す る こ と は 、 プ ロ グ ラ ム 統 括 責 任 者 お よ び 専 門

医 機 構 の 救 急 科 領 域 研 修 委 員 会 が 認 め れ ば 可 能 で す 。 た だ し 、

研 修 期 間 に カ ウ ン ト す る こ と は で き ま せ ん 。  

（ 8 ）  外 科 専 門 医 の 取 得 も 希 望 す る 者 に 対 し て は 、 １ 年 次

の 終 了 時 に 当 院 の 外 科 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム ま た は 希 望 す る 外

科 専 門 医 プ ロ グ ラ ム に 移 動 し て 外 科 専 門 研 修 を １ 年 次 か ら 開



始 す る こ と が 可 能 で す 。 外 科 専 門 医 取 得 後 は 、 専 門 医 機 構 の

救 急 科 領 域 研 修 委 員 会 の 許 可 を 得 て 、 本 プ ロ グ ラ ム に よ る 救

急 科 専 門 研 修 を ２ 年 次 か ら 再 開 す る こ と が で き ま す 。  

（ 9 ）  脳 外 科 、 整 形 外 科 、 内 科 、 総 合 診 療 科 な ど の 専 門 医

を 希 望 す る 者 に 対 し て は 今 後 専 門 医 機 構 の 救 急 科 領 域 研 修 委

員 会 の 許 可 が 得 ら れ る か 個 別 に 相 談 い た し ま す 。  

 

２ ０ ．  専 門 研 修 実 績 記 録 シ ス テ ム 、 マ ニ ュ ア ル 等 に つ い て  

（ 1 ） 研 修 実 績 お よ び 評 価 を 記 録 し 、 蓄 積 す る シ ス テ ム  

計 画 的 な 研 修 推 進 、 専 攻 医 の 研 修 修 了 判 定 、 研 修 プ ロ グ ラ ム

の 評 価 ・ 改 善 の た め に 、 専 攻 医 研 修 実 績 フ ォ ー マ ッ ト と 指 導

記 録 フ ォ ー マ ッ ト へ の 記 載 に よ っ て 、 専 攻 医 の 研 修 実 績 と 評

価 を 記 録 し ま す 。 こ れ ら は 基 幹 施 設 の 研 修 プ ロ グ ラ ム 管 理 委

員 会 と 連 携 施 設 の 専 門 研 修 管 理 委 員 会 で 蓄 積 さ れ ま す 。  

（ 2 ） 医 師 と し て の 適 性 の 評 価  

指 導 医 の み な ら ず 、 看 護 師 を 含 ん だ ２ 名 以 上 の 多 職 種 も 含 め

た 日 常 診 療 の 観 察 評 価 に よ り 専 攻 医 の 人 間 性 と プ ロ フ ェ ッ シ

ョ ナ リ ズ ム に つ い て 、 各 年 度 の 中 間 と 終 了 時 に 専 攻 医 研 修 マ

ニ ュ ア ル に 示 す 項 目 の 形 成 的 評 価 を 受 け る こ と に な り ま す 。  

（ 3 ）  プ ロ グ ラ ム 運 用 マ ニ ュ ア ル ・ フ ォ ー マ ッ ト 等 の 整 備  

研 修 プ ロ グ ラ ム の 効 果 的 運 用 の た め に 、 日 本 専 門 医 機 構 の 救

急 科 領 域 研 修 委 員 会 が 準 備 す る 専 攻 医 研 修 マ ニ ュ ア ル 、 指 導

医 マ ニ ュ ア ル 、 専 攻 医 研 修 実 績 フ ォ ー マ ッ ト 、 指 導 記 録 フ ォ

ー マ ッ ト な ど を 整 備 し て い ま す 。  

①  専 攻 医 研 修 マ ニ ュ ア ル ： 救 急 科 専 攻 医 研 修 マ ニ ュ ア ル に

は 以 下 の 項 目 が 含 ま れ て い ま す 。  

・  専 門 医 資 格 取 得 の た め に 必 要 な 知 識 ・ 技 能 ・ 態 度 に つ い

て  

・  経 験 す べ き 症 例 、 手 術 、 検 査 等 の 種 類 と 数 に つ い て  

・  自 己 評 価 と 他 者 評 価  

・  専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム の 修 了 要 件  

・  専 門 医 申 請 に 必 要 な 書 類 と 提 出 方 法  



・  そ の 他  

②  指 導 者 マ ニ ュ ア ル ： 救 急 科 専 攻 医 指 導 者 マ ニ ュ ア ル に は

以 下 の 項 目 が 含 ま れ て い ま す 。  

・  指 導 医 の 要 件  

・  指 導 医 と し て 必 要 な 教 育 法  

・  専 攻 医 に 対 す る 評 価 法  

・  そ の 他  

③  専 攻 医 研 修 実 績 記 録 フ ォ ー マ ッ ト ： 診 療 実 績 の 証 明 は 専

攻 医 研 修 実 績 フ ォ ー マ ッ ト を 使 用 し て 行 い ま す 。  

④  指 導 医 に よ る 指 導 と フ ィ ー ド バ ッ ク の 記 録 ： 専 攻 医 に 対

す る 指 導 の 証 明 は 日 本 専 門 医 機 構 の 救 急 科 領 域 研 修 委 員 会 が

定 め る 指 導 医 に よ る 指 導 記 録 フ ォ ー マ ッ ト を 使 用 し て 行 い ま

す 。  

・  専 攻 医 は 指 導 医 ・ 指 導 責 任 者 の チ ェ ッ ク を 受 け た 専 攻 医

研 修 実 績 フ ォ ー マ ッ ト と 指 導 記 録 フ ォ ー マ ッ ト を 専 門 研 修 プ

ロ グ ラ ム 管 理 委 員 会 に 提 出 し ま す 。  

・  書 類 作 成 時 期 は 毎 年 10 月 末 と 3 月 末 と す る 。 書 類 提 出 時

期 は 毎 年 11 月 （ 中 間 報 告 ） と 4 月 （ 年 次 報 告 ） で す 。  

・  指 導 医 に よ る 評 価 報 告 用 紙 は そ の コ ピ ー を 施 設 に 保 管 し 、

原 本 を 専 門 研 修 基 幹 施 設 の 研 修 プ ロ グ ラ ム 管 理 委 員 会 に 送 付

し ま す 。  

・  研 修 プ ロ グ ラ ム 管 理 委 員 会 で は 指 導 医 に よ る 評 価 報 告 用

紙 の 内 容 を 次 年 度 の 研 修 内 容 に 反 映 さ せ ま す 。  

⑤  指 導 者 研 修 計 画 （ FD） の 実 施 記 録 ： 専 門 研 修 基 幹 施 設 の

研 修 プ ロ グ ラ ム 管 理 委 員 会 は 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム の 改 善 の た

め に 、 臨 床 研 修 指 導 医 養 成 講 習 会 も し く は 日 本 救 急 医 学 会 等

の 準 備 す る 指 導 医 講 習 会 へ の 指 導 医 の 参 加 記 録 を 保 存 し て い

ま す 。  

 

２ １ ．  専 攻 医 の 採 用 と 修 了  

（ 1 ） 採 用 方 法  

救 急 科 領 域 の 専 門 研 修 プ ロ グ ラ ム の 専 攻 医 採 用 方 法 を 以 下 に



示 し ま す 。  

①  研 修 基 幹 施 設 の 研 修 プ ロ グ ラ ム 管 理 委 員 会 は 研 修 プ ロ グ

ラ ム を 毎 年 公 表 し ま す 。  

③  研 修 プ ロ グ ラ ム へ の 応 募 者 は 6 月 30 日 ま で に 研 修 プ ロ

グ ラ ム 責 任 者 宛 に 所 定 の 様 式 の 「 研 修 プ ロ グ ラ ム 応 募 申

請 書 」 お よ び 履 歴 書 を 提 出 し て 下 さ い 。  

③  研 修 プ ロ グ ラ ム 管 理 委 員 会 は 書 面 審 査 、 お よ び 面 接 の 上 、

採 否 を 決 定 し ま す 。  

④  採 否 を 決 定 後 も 、 専 攻 医 が 定 数 に 満 た な い 場 合 、 研 修 プ

ロ グ ラ ム 管 理 委 員 会 は 必 要 に 応 じ て 、 随 時 、 追 加 募 集 を 行 い

ま す 。  

⑤  専 攻 医 の 採 用 は 、 他 の 全 領 域 と 同 時 に 一 定 の 時 期 で 行 い

ま す 。  

（ 2 ） 修 了 要 件  

専 門 医 認 定 の 申 請 年 度 （ 専 門 研 修 3 年 終 了 時 あ る い は そ れ 以

後 ） に 、 知 識 ・ 技 能 ・ 態 度 に 関 わ る 目 標 の 達 成 度 を 総 括 的 に

評 価 し 総 合 的 に 修 了 判 定 を 行 い ま す 。  

 

２ ２ ． 応 募 方 法 と 採 用  

① 応 募 資 格  

1) 日 本 国 の 医 師 免 許 を 有 す る こ と  

2) 臨 床 研 修 修 了 登 録 証 を 有 す る こ と （ 第 98 回 以 降 の 医 師 国 家

試 験 合 格 者 の み 必 要 。 平 成 30 年 （ 2018 年 ） 3 月 31 日 ま で に 臨

床 研 修 を 修 了 す る 見 込 み の あ る 者 を 含 む 。）  

3) 一 般 社 団 法 人 日 本 救 急 医 学 会 の 正 会 員 で あ る こ と （ 平 成 30

年 4 月 1 日 付 で 入 会 予 定 の 者 も 含 む 。  

4) 応 募 期 間 ： 平 成 29 年 （ 2017 年 ） 10 月 1 日 か ら 10 月 31 日 ま で  

① 選 考 方 法 ： 面 接 ・ 書 類 選 考  

②  応 募 書 類 ： 自 筆 履 歴 書 ( 様 式 あ り ) 、 医 師 免 許 証 の 写 し 、

臨 床 研 修 修 了 登 録 証 の 写 し 、 初 期 研 修 病 院 の 推 薦 状  

問 合 先 及 び 提 出 先 ： 京 都 第 二 赤 十 字 病 院  教 育 研 修 課  

住 所 ： 〒 602-8026 



京 都 府 京 都 市 上 京 区 釜 座 通 丸 太 町 上 る 春 帯 町 355 番 地 の 5  

担 当 者 ： 教 育 研 修 課  鷲 尾 文 子  

電 話 番 号 ： 075-231-5171( 土 日 ・ 祝 日 を 除 く  午 前 ９ 時 ～ 午 後 ５

時 ）  

FAX ： 075-256-3451  

E-mail ： kensyu@kyoto2.jrc.or.jp  

 

 


